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■近年、南海トラフ巨大地震や線状降水帯などによる集中豪雨による浸水被害、河川の氾濫など

自然災害に対する脅威にさらされている中、全ての市民が安全で安心な暮らしを実感できるま

ちづくりに向けて、多種多様な災害に対応した総合防災体制の確立や減災、火災予防のため、

ハード・ソフト両面の対策を行っていく必要があります。 
■日頃から、地域コミュニティにおける防災力を「共助」の理念に基づいて向上させることで、

市域全体の防災力向上を図ることが求められています。また、地域と防災機関が連携を図るこ

とで、災害に支援が必要な方への体制を強化する必要があります。 
■地域の中核となる消防団の充実・強化を図るために、消防団員の確保、消防団の組織再編等を

進めていく必要があります。 
■市民の防災・減災に対する意識啓発に努めるとともに、阪神・淡路大震災で被害が顕著であっ

た昭和 56 年以前に建築された既存不適格住宅建物に関する法改正を踏まえ、耐震化等を促進

し、南海トラフ巨大地震に備える必要があります。 
■管理不全空家に関する苦情件数は、年々増加の一途をたどっています。管理不全空家の増加は、

大規模地震時における救助・救出の妨げや火災延焼等、二次災害を引き起こすため、所有者等

に向けて管理義務を周知し、空家の利活用を促すとともに、一定の基準を満たした老朽危険家

屋については、計画的に除却支援をしていく必要があります。 
 

 
 

■全ての市民が安全で安心な暮らしを実感できるまちづくりに向けて、多種多様な災害に対応し

た総合防災体制の確立や、減災・火災予防に努めます。また、要配慮者に対する情報伝達や安

否確認、避難所における支援等を行い、ハード・ソフト両面から市民を守るための対策を図り

ます。 
■地域住民との連携を強化し、住民参加型の防災訓練、ワークショップを通して、地域全体の防

災意識の向上を図るとともに、避難支援が必要なこども、障がい者、高齢者の避難体制の整備

により地域の防災力向上を目指します。 
■防災訓練、各種イベント等を通して市民の防災意識の向上を図るとともに、耐震診断や補強計

画、耐震改修工事等に係る経済的負担を軽減することで「災害に強いまちづくり」を実現しま

す。  

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

市民生活を守る安全・安心のまちづくり

1-1 防災・消防
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■都市の長期的な展望の下、立地適正化計画において、防災指針を作成し安全なまちづくりを推

進します。 
■民間事業団体、移住支援団体等と連携して空家の所有者等に対して管理意識の醸成を図るとと

もに、空家の利活用の促進につなげます。また、老朽化した空家の除却費用の負担軽減に取り

組み「市民の安全・安心の確保」に努めます。 
 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶緊急避難場所・避難所整備  
F指定避難所（体育館）の空調整備を進めるともに、災害時協力井戸の活用を推進する。 

▶総合防災訓練及び避難所開設・運営訓練等の実施　　　▶災害時応援・受援体制の構築 
▶防災施設の整備・確保と物資・資機材の充実 
Fあらゆる避難者に即応できる防災機能設備（避難所用パーティション・エアテント・炊き 

出しセット等）を整備する。 
▶県が管理する福井川等の河川整備・改修への支援 
▶那賀川・桑野川の無堤地区解消、既存堤防強化及び津波対策、上流域における長安口ダム堆砂

対策や小見野々ダム再生事業等の推進 
▶那賀川・桑野川等における「流域治水」の推進（那賀川水系流域治水プロジェクト） 
▶港湾施設整備・海岸保全整備への支援　　　　　▶居住誘導区域における防災対策の推進 
▶治山対策の推進 
　F急傾斜地の崩壊による災害から住民の生命、財産を保護し生活基盤の安定を図る。 
▶住宅の耐震化の推進 
F木造住宅の耐震化工事等に対する補助を拡充する。 

▶管理不全空家の発生予防 
F空家の利活用を促進するとともに、老朽危険家屋の除却を加速させる。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

避難所（体育館）の　　　 　　　　　　０%              ０%　　 　　　　36% 
空調整備率　　　 　　 
指標の説明 

　　避難所となる体育館への空調設備の整備率 
　　避難所（体育館）への空調整備状況を把握できるよう、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　文部科学省の中長期目標（2035 年度 95％）を見据え、2028 年度の目標設置率を設定 
　　避難所（体育館）における QOL 向上に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

南海トラフ巨大地震などの大規模災害に対する防災対策の推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶事前の復旧・復興に向けた取組の推進  
F南海トラフ巨大地震等による被災時には避難所運営や復旧作業に多大な時間と人手を要

することから、復興が長期化し、人口流出による地域の衰退等につながらないよう、あらか

じめ、復興に向けたプロセス等について整理を行う。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

事前復興計画の策定　　　　　    　　　－     　　       －　  　　　　 　策定 
　　　　　　　 
指標の説明 

　　事前復興計画の策定状況 
　　被災後の迅速かつ円滑な復旧・復興につながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　国による南海トラフ巨大地震の新たな被害想定の公表などの状況を踏まえつつ、徳島県が策定中 
　　の徳島県事前復興計画策定ガイドラインに沿った計画の策定を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、大規模災害からの復興に関する法律（平成 25 年法律第 55 号）に基づい 

た、本市ならではの復興計画を作成することができ、災害からの復旧・復興が加速することに 
　　寄与 
 
 
 

　 

 
■主要な施策 
▶自主防災組織の育成・活動支援 
F住民同士が協力しあい、地域全体の安全と防災力の向上を図る体制を整備する。 

▶最新のデジタル技術等を活用した情報伝達手段の研究 
FSNS を利用した避難人数調査や避難所受付など、効率的な避難所運営に取り組む。 

▶民間ホテル等との協定の拡充及び避難所の環境整備 
F民間事業者等と連携し、二次避難所の確保や充実、避難所環境の充実を図る。 

▶災害時避難行動要支援者名簿の整備及び個別避難計画策定の推進 
F避難に支援が必要な高齢者や障がい者等それぞれに応じた避難計画の作成を進める。 

　　▶福祉避難所との連携 
　　　F実践的な避難訓練の実施をはじめ、福祉避難所との連携を強化するとともに、指定の拡大 

を図る。 
▶「防災減災・危機管理アドバイザー（仮称）」制度の創設 
F南海トラフ地震等の大規模災害に備え，防災減災から復興に至るまでの幅広い施策につい 

て、専門的な立場から助言等を得る体制を整備する。 
　　 

復旧・復興対応の事前準備重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

防災意識の向上及び確実な避難対策の整備重点テーマ３
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▶住民主体による避難所運営 
　　　F避難所運営は住民が立ち上げた運営組織が行い、市はその運営を支援するという枠組を、 

訓練等を通じて構築し、推進する。 
 
 

 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

個別避難計画の策定割合　　    　　 　0.5%            2.2%　　   　　　30% 
 

指標の説明 
　　要支援者名簿に掲載されている方のうち、個別避難計画を作成済の方の割合 
　　要支援者の確実な避難につながることからこの指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　要支援の必要性の高い方（医療ケア児・者等）から優先的に個別避難計画の作成を行うこと 

とし、目標値を設定 
　　この目標達成により、災害弱者といわれている要支援者の安全の確保につながり、「誰一人取り 

残さない」防災に寄与 
 

 

                    　 

 
■主要な施策 
▶三谷川流域における「流域治水」の推進（打樋川水系流域治水プロジェクト）  
▶市内各所の浸水対策　　　　　　　　　　　　　▶高潮ハザードマップの整備 
▶内水・外水浸水状況の検証と対策　　　　　　　▶準用河川の適正な維持管理 
▶想定最大規模の洪水ハザードマップの整備　　　 
▶排水設備の整備 
F戎山都市下水路及び長浜都市下水路の函渠未整備箇所の整備推進を図る。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

都市下水路函渠の整備率　　    　　　74.2%           74.6% 　　　　　77.2% 
 
指標の説明 

　　計画延長に対して整備の完了した函渠延長の割合 
　　近年の気候変動の影響により大雨等が頻発し、内水氾濫のリスクが増大しており、早期の水路 

整備が重要であることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　戎山都市下水路及び長浜都市下水路の函渠未整備箇所の整備推進を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、家屋の浸水や道路冠水等の内水浸水被害の軽減に寄与 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

内水氾濫・外水氾濫対策重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶消防用施設及び車両等の充実 　　　　　　　　▶消防団組織力の総合的強化 
▶市民に対する応急手当普及活動　　　　　　　▶県下消防広域化の検討 
▶阿南市火災予防査察規程に基づく査察の強化　▶救急隊員の技術・知識の高度化 
▶防災教育及び住宅用火災警報器の普及啓発 
F訓練やイベント等での防災教育を通じ、住宅用火災警報器の普及啓発や設置促進を図る。 

▶救急要請時における「口頭指導」の充実 
F緊急度の高い心肺停止状態を通報内容から把握し、応急手当実施者に対して適切な 

口頭指導を行い、救命率の向上を図る。 
▶消防活動の迅速かつ持続継続可能な出動態勢の推進 
　F防火対象施設等の情報をデジタル化し、火災等の発生時の安全で迅速な対応につなげる。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

救急法・普通救命講習等　　    　　　133 回            94 回　　  　　　140 回 
の実施回数（年間）　　　　　 
指標の説明 

　　阿南市消防応急手当の普及啓発活動実施要綱に基づき講習を実施した回数（年間） 
　　救急車が到着するまでに市民が応急手当を行うことで救命率や社会復帰率の向上につながること 

から、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　応急手当の知識や技術を広く一般に普及させることを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、救命率の向上に寄与 
 

 

 
 

●阿南市地域防災計画　          　　　　●阿南市国土強靭化地域計画 
　●阿南市津波避難計画　　　　　　　　　　●阿南市耐震改修促進計画 
　●河川整備計画（徳島県）　　　　　　　　●阿南市空家等対策計画 

●那賀川水系河川整備計画（国土交通省四国地方整備局・徳島県）　        
　●徳島県港湾等整備事業経営戦略（徳島県）●徳島県消防広域化推進計画 
　●阿南市都市計画マスタープラン　　　　　●阿南市立地適正化計画 
　●阿南市業務継続計画　　　　　　　　　　●阿南市国民保護計画 
　●阿南市避難行動要支援者避難支援プラン　●阿南市障害者基本計画 

●阿南市地域福祉計画　　　　　　　　　　●阿南市水防計画 
●阿南市高齢者福祉計画・阿南市介護保険事業計画　　　　　　 
●阿南市公共下水道事業経営戦略　　　　　●阿南市橋梁長寿命化修繕計画 
●阿南市消防計画　　　　　　　　　　　　●阿南市消防団組織再編計画 
●阿南市消防応急手当の普及啓発活動実施要綱　　　　●阿南市消防出動計画 

関連する個別計画

消防救急体制の整備強化と地域防災力の強化重点テーマ５

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■運転免許保有者や高齢運転者が増えることで、交通事故による死傷者数は依然として高い水準

を維持しています。また、運転中にスマートフォン画面を注視する「ながら運転」や高齢運転

者の運転操作ミスに起因する交通事故が増加傾向にあり、社会問題となっています。これらに

対応するために、市民に対する交通マナーの定着と啓発を推進し、全地域での交通安全に対す

る意識向上を図る必要があります。さらに、交通安全施設の整備も進める必要があります。 
■少子高齢化や核家族化の進行により、地域在住の高齢者や単身者が増加、地域での見守り体制

の重要性が増しています。また、コミュニティ意識の希薄化による地域の犯罪抑止力の低下が

問題となっています。この状況を鑑み、市民の防犯意識の更なる高揚と防犯・地域安全体制の

強化を図るとともに、全ての市民が安全で安心して暮らせるまちづくりを進めていく必要があ

ります。 
■青少年健全育成センターに寄せられる不審者情報は年度毎に増減があるものの、近年慢性的に

発生しています。また、発生時間帯が児童・生徒の下校時間帯に集中しているため、青少年が

安全で安心して暮らせる環境づくりを進める必要があります。 
■消費社会の複雑化により、消費者生活における被害は更に複雑で多様化しています。特に、オ

ンラインショッピングや新たな決済サービスが増えたことで、新種の詐欺被害が増加していま

す。これらの被害を防止するため、消費生活相談の充実や消費者教育・啓発の推進に努め、自

立する消費者の育成を進めています。 

 

 
 

■交通安全意識や暴力追放・防犯意識の高揚、健全育成パトロール活動の強化、不審者情報の収

集と発信の取組、消費生活における被害防止に努め、市民の誰もが安全で安心して暮らせるま

ちづくりを推進します。 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

1-2 交通安全・防犯

安全で安心して暮らせるまちづくり
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■主要な施策 
▶交通安全活動の推進  
F市民に対する交通安全教育の推進、関係機関と連携した交通安全活動や広報等の取組を推 

進する。 
▶交通安全施設の整備及び維持補修の推進 
　F市道にカーブミラーや転落防止策等の交通安全施設を整備し、事故を未然に防止する。　　　　　　　　　　　 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

交通事故による死者数　　　    　 　　７人              2 人　  　　　　　０人 
 

指標の説明 
　　阿南市域発生の年間交通事故死者数（徳島県警察発表数） 
　　最も悲惨な交通事故の結果であることから、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　悲惨な交通死亡事故撲滅を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、安全・円滑な道路交通に寄与 
 
 
 
　 

 
■主要な施策 
▶暴力排除・防犯活動の推進  
▶防犯環境の整備　　　　　　　　　　　　  
F防犯活動推進事業に対する助成や防犯に関する広報、防犯施設の整備などを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点テーマ・主要な施策

交通安全意識の高揚及び交通安全施設の整備重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

防犯意識の高揚及び防犯環境の整備重点テーマ２
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

刑法犯罪認知件数　　    　　　　　　220 件           170 件　　 　　　150 件 
 

指標の説明 
　　阿南市域発生の年間犯罪認知件数（徳島県警察発表数） 
　　治安のパロメーターともいわれる刑法犯認知件数であり、治安情勢を最も端的に表している 

ことから、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　市民の不安に直結する犯罪を更に減少させることを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、安全で安心して暮らせるまちづくりに寄与 
 
 
 
　 

 
■主要な施策 
▶計画的・継続的かつ柔軟な健全育成パトロールの実施 
Fパトロール車による補導活動や不審者対応等の巡視を行う。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

特別パトロールの実施回数　　     　　 －            　20 回　　  　　　40 回 
　　（年間） 

指標の説明 
　　常時実施しているパトロール以外の巡視回数（年間） 
　　常時実施しているパトロール以外のパトロール実施回数により効果の検証が行えることから、 

この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　柔軟なパトロール活動を行うため目標値を設定 
　　この目標達成により、継続的して柔軟な健全育成パトロールを実施し、青少年の安全・安心な 

環境づくりに寄与 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

青少年を見守る安全・安心な環境づくりの推進重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶消費者教育・啓発の推進  
　F啓発講座の開催やパンフレットの配布を通し、自立する消費者を育成する。 
▶消費生活相談体制の充実 
　F阿南市消費生活センターの周知や相談体制の充実を図る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

消費者啓発講座等の参加　　　　　　　　－      　      388 人　　　 　　400 人 
延べ人数　　　　  
指標の説明 

　　消費者啓発講演会等に参加した市民の延べ人数 
　　講演等の参加者が、消費者被害の知識や情報を修得・収集できることから、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　社会情勢の変化に対応する「自立した消費者」を育成し、消費者被害の減少を目指して目標値 

を設定 
　　この目標達成により、消費者被害の未然の防止や被害の軽減に寄与 
 
 

 

 

 
 

●阿南市交通安全計画　　　　　　　 
●阿南市教育振興基本計画　　　　　 
●阿南市再犯防止推進計画 
●阿南市高齢者福祉計画・阿南市介護保険事業計画 

 

 

消費生活相談体制の充実重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■近年における社会情勢の変化等により財政状況が厳しさを増すことが推測される中、市街地が

拡散し、人口密度の低い市街地が形成されると、市民一人当たりの行政コストが増大し、都市

経営が厳しくなることが予想されます。 
■津波、洪水、土砂災害等の自然災害に備えた安全な土地利用を行う必要があります。 

 

 
 

■本市の自然、社会、経済及び文化の実情に配慮し、健康で文化的な生活環境の確保と市土の均

衡ある発展を図るとともに、人口減少、高齢社会の進行を踏まえ、公共交通を軸とした集約型

の都市圏を目指して土地利用の規制や誘導を図り、人口が減少しても将来にわたって誰もが安

心して暮らし続けられる災害に強いまちづくりを目指します。　　 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

1-3 土地利用

自然環境と都市機能の調和のとれた暮らしやすいまちづくり
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■主要な施策 
▶多極ネットワーク型コンパクトシティの推進  
F立地適正化計画に基づき都市機能や居住を誘導し、多極ネットワーク型コンパクトシティ 

を推進する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

都市機能誘導の方針に基づく　　　　　２件/年        　 0 件/年　　    　　4 件 
誘導施設の建築数（累計） 
指標の説明 

　　都市機能誘導区域内への誘導施設の建築数(2025 年からの累計) 
　　市内６箇所の拠点及び郊外部含めた市域全体の生活サービスを確保し、集住型のコンパクト 

シティを推進するため、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　人口減少が進む中で、都市機能の集約及び居住を誘導し、現状の水準を保つことを目指し、 

目標値を設定 
　　この目標達成により、市民一人当たりの行政コストの増大を防ぎ、よりきめ細やかな行政運 

営に寄与 
 
 

 

 
●国土利用計画　阿南市計画　          ●阿南市都市計画マスタープラン 

　●阿南市立地適正化計画　        
 

 

重点テーマ・主要な施策

集住型のコミュニティづくりの推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■本市は、令和５（2023）年に「阿南市地球温暖化対策実行計画」を定め、2050 年カーボンニ

ュートラルの実現に向け、市民、事業者等と連携して、温室効果ガスの排出量削減に取り組ん

でいます。地球規模で気候変動の影響が顕在化する中、より一層の省エネルギーの促進、再生

可能エネルギーの導入拡大など、脱炭素社会の実現に向けた施策の着実な推進が求められてい

ます。 
■本市では、市民や事業者、行政などが協働して、生物多様性の保全や海洋ごみ対策など、環境

に配慮した活動に取り組んでいます。生物多様性の損失や海洋環境汚染が深刻化する中、私た

ち一人一人のライフスタイルや事業活動を環境にやさしいものへと転換し、日常的に環境に配

慮した活動が実践できるよう促進することが重要です。 
■今日の環境問題は、社会や経済のさまざまな課題と要因が複雑に関係しており、行政だけで解

決することは難しく、市民や企業等の多様な主体による活動や協働の取組、それを支える人づ

くりが不可欠です。社会・経済的課題の解決に資する効果をもたらすような、分野横断的な環

境施策の展開を図ることが重要です。 

 

 
 

■「阿南市環境基本条例」「阿南市環境基本計画」などに基づき、2050 年カーボンニュートラル

の実現や生物多様性の損失、海洋汚染といった地球規模の環境問題の解決に向け、環境にやさ

しいライフスタイルへの転換や環境に配慮した事業活動を促進します。　　 
■本市の豊かな自然環境を次世代に引き継ぐため、あらゆる主体と連携して自然環境の保全と利

活用を促進し、環境負荷の少ない持続的発展が可能な自然と調和したまちづくりを目指します。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

自然環境・生物多様性1-4

豊かな自然環境と調和する持続可能なまちづくり
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■主要な施策 
▶環境総合調査等の実施 
F大気汚染物質等の常時監視や水質汚濁などに関する調査を行う。 

▶環境教育・協働取組の促進 
F持続可能な社会の実現に向けた人づくり・人の輪づくりを推進し、多様な主体の行動変容 

と協働を促進する。 
▶海岸漂着物等対策の推進 
F漁場の環境や生産力の回復を図るため海洋ごみ対策を実施し、海面環境保全を推進する。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

海岸漂着物等処分量（年間）      　　　－             40 トン　　  　　 25 トン 
 

指標の説明 
　　とくしま海岸漂着物等地域対策推進事業における実積 
　　海洋ごみの減少により海面環境保全の推進につながることから、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　海洋ごみの減少により海面環境保全の推進を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、漁場の環境や生産力の改善に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

環境施策の総合的推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶省エネルギーの推進と再生可能エネルギーの導入拡大  
▶市民・事業者の環境に配慮した活動の促進 
F市民の意識向上と環境にやさしいライフスタイルへの転換を促すとともに、環境に配慮し 

た事業活動を促進する。 
▶森林・海洋植物再生の促進 
F森林及び海洋植物の再生を促進し、CO２吸収源の拡大を図る。 

▶森林整備におけるＪクレジットの創出 
F本市ととくしま森林バンクが共同で森林整備を行い、Ｊクレジット制度としての CO２吸収 

量を創出する。 
▶市民や事業者へのカーボンニュートラルにつながる行動の普及・啓発　　　　　　　　　　  
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2021)     目標(2028) 

温室効果ガス排出量削減率　　   　　▲14.2%         ▲13.7%　　 　  ▲44.1% 
 

指標の説明 
　　市内で排出される温室効果ガスの排出量の削減率（2013 年度が基準年度） 
　　区域施策編において 2050 年度カーボンニュートラル及び 2030 年度中間目標を掲げている 

ことから、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　2030 年度中間目標を対基準年度比▲50%と設定していることから、基準年度からの期間に 
　　より按分し、目標値を設定 
　　この目標達成により、2050 年カーボンニュートラル達成向けた中間目標達成を契機とした 

更なる取組意識の向上に寄与  

脱炭素社会の実現重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶生物多様性保全と持続可能な利用の推進  
Fネイチャー・ポジティブの実現に向け、生態系の回復や生物多様性保全・利活用の取組を 

進める。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

暮らしの中で生物多様性　　　　　　　　－            　　－　　　　　 　50%以上 
保全に配慮した行動をし 
ている市民の割合　　　　　　　 
指標の説明 

　　目標達成に向けて必要と思われる行動変容の度合い 
　　生物多様性の損失は、静かなる有事であり、私たちは暮らしの中で関心を高め、自然再興に 

向け、行動変容につなげていく必要があるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　今後の取組により達成したい目標値として設定 
　　この目標達成により、環境配慮型ライフスタイルへの貢献に寄与 
 
 

 

 

 
●阿南市環境基本計画　          　　　　　　　　　●阿南市森林整備計画 

　●阿南市地球温暖化対策実行計画（事務事業編） 
　●阿南市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）       
　●生物多様性あなん戦略 

 

 

自然再興重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■郊外での大型店舗の進出や車社会の進展により、中心市街地の空洞化が進み、空き家・空き店

舗の増加や、公共施設の老朽化等の課題が深刻化しています。 
■阿南駅周辺においては、市民会館と阿南図書館が閉館したことから、まちのにぎわい創出と市

民が集い活動する場としての機能を備えた新たな中央図書館の整備が期待されています。 

 

 
 

■都市計画マスタープラン及び立地適正化計画に基づき、駅等を中心とする各拠点に多様な都市

機能と居住を誘導し、集約型の生活圏の形成を図るとともに、市民との協働による良好な都市

景観の形成を図ることで魅力ある市街地形成を推進します。 
■阿南駅周辺の都市拠点においては、駅前広場や骨格道路の整備、公共施設の統合、整理、複合

化を検討するとともに、空き店舗や空き家、パブリックスペースを活用したにぎわいづくりを

推進します。 
■阿南中央図書館（仮称）は、市民の多様なニーズに応え、交流や学習研究等の活動を支援する

複合機能を図書館と一体的に整備することを目指します。　　 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

市街地整備・都市景観1-5

人が集う個性的で魅力あるまちづくり
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■主要な施策 
▶官民連携による阿南駅前周辺まちづくり 
F阿南駅周辺のパブリックスペースを活用した官民連携によるイベントの実施等により、駅 

周辺のにぎわいを創出する。 
　　▶阿南中央図書館（仮称）の整備 
　　　F図書館機能と多様な利用者ニーズに応える複合機能を一体的に整備する。 

▶ 空き店舗・空き家の利用促進 
F空き店舗等を活用したチャレンジショップの導入を図る。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

駅前芝生広場等のパブリック　　　　　　－        　  16,591 人　　　　18,000 人 
スペースを活用したイベント 
の年間総来場者数 
指標の説明 

　　阿南駅周辺のパブリックスペースを活用したイベントの総来場者数（年間） 
　　駅周辺の人流の増加によりにぎわいが生まれ、まちの活性化につながることから、この指標を 

設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　現状の実績を踏まえ、目標値を設定 
　　この目標達成により、にぎわいが生まれ、まちが活性化し、空き店舗等への新規出店に寄与 
 

 

 

 
●阿南市都市計画マスタープラン　          ●阿南市立地適正化計画 

　●阿南駅周辺まちづくり基本計画　        
　●阿南市立新図書館基本計画 

●阿南中央図書館（仮称）整備計画 

 

重点テーマ・主要な施策

パブリックスペースを活用したまちづくりの推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■大規模自然災害時における避難や復旧支援機能、また平時における地域経済発展の基盤となる

機能を併せ持つ「高規格道路」の整備が急務であり、徳島南部自動車道及び阿南安芸自動車道

の早期整備を促進する必要があります。 
■南海トラフ巨大地震や津波に備え、避難や復旧・支援道路としての機能を持つ道路整備が必要

です。 
■令和６年４月１日現在、市道として管理している路線は 2,285 路線、総延長約 854km、トン

ネル数 3 箇所、橋梁数 1,027 橋で、その管理・保全に努め、整備・修繕に年次計画的に取り組

んでいるものの、国の交付金を活用して事業を行っている個別路線について、近年は道路整備

に係る交付率が低率化しており、計画どおりの事業進捗が図られていません。 
■安全で快適な道路交通環境、地域のにぎわい創出や災害時における市民の安全・安心の確保に

向けて、高規格幹線道路の整備状況を見定めながら、防災機能を有する「道の駅」整備の可能

性について研究する必要があります。 
■本市では、人口減少やそれに伴う少子高齢化により、地域公共交通の利用者は減少傾向で推移

すると予測されます。一方、高齢者の多くが移動について不便・不安を抱えており、外出先と

して多い市内の商業施設、病院及び金融機関等への移動手段の確保が求められています。 
■鉄道、バス及びタクシーは、利用者数の減少や深刻な運転手不足等の厳しい経営状況により、

減便や廃線等の対応をせざるを得ない状況です。地域公共交通に「乗って残す」当事者意識の

醸成が必要で、地域公共交通の持続可能な確保体制の構築が必要です。 

　 

 
 

■大規模自然災害時における県南地域全体の安全・安心の実現、また、今後の人口減少社会を見

据えた県南地域全体の経済発展に必要不可欠である「高規格道路」の早期整備に向けた取組を、

周辺自治体や各種団体と連携しながら積極的に推進します。 
■県南の中心都市として、産業力を更に高めるための基盤条件を強化するとともに、安全性・快

適性の向上や防犯対策を講じ、市内道路網の整備を計画的に進めます。 
　■認定市道の新設や改良工事（拡幅、舗装、側溝整備）を行うことにより、道路の機能性、安全性

の向上を図り、快適で暮らしやすいまちづくりに寄与するとともに、トンネルや橋梁において

は、5 年に 1 回の頻度で定期点検を実施し、計画的、効率的なストックマネジメントによる将

来コストの縮減に努めます。 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

道路・交通1-6

快適な道路交通環境の整備による安全・安心なまちづくり



19 

 
■既存の「道の駅公方の郷なかがわ」との関係性を考慮しつつ、周辺の土地利用状況、交通アク

セス、災害リスク、採算性など、様々な視点から防災道の駅整備の可能性を研究します。 
■鉄道・バスなど既存の地域公共交通を軸として、特に市周辺部において市民をはじめとする多

様な担い手による新たな交通モード導入も視野に入れ、地域住民の移動手段の確保を目指すと

ともに、地域公共交通の利用促進策に取り組み、路線の維持確保を図ります。 

 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶徳島南部自動車道、阿南安芸自動車道の整備促進 
▶ 緊急輸送路となる自動車道の整備 
F市道の路面状態の調査や舗装の打ち換え工事を実施し、有事の際の人命救助や生活物資・ 

資機材等として整備する。 
▶交付金事業を活用した基幹道路の整備 
F国からの交付金等を活用し事業を実施している各路線について、着実な工事進捗により供 

用することで、通行の安全性と快適性の向上を図る。 
▶一般国道 55 号阿南道路、（仮称）東西幹線道路の整備促進 
▶地域活性化及び防災時の拠点となる新たな防災「道の駅」の研究 
F地域への波及効果、施設の整備や管理運営手法等について、先進事例等を調査研究する。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

交付金事業による市道整備　　　　　　 24%        　   47%　　　　     84% 
の進捗率（延長ベース）　　 
指標の説明 

　　交付金等を活用した市道整備の完成済延長の割合 
　　毎年着実に基幹道路となる工事完成延長を延伸することで、交通ネットワークの充実につなが 

 ることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　各路線の計画延長総計に対して、各路線の工事完成済み累計延長の割合を設定 
　　この目標達成により、歩行者空間の確保や渋滞緩和となり、市民にとって通行の安全性・快適 

性の向上に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

新規路線等の整備による交通ネットワークの充実重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶市道の整備・修繕 
▶ 市道の適正な管理・保全 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

１巡目橋梁点検結果に基づく　　　　 　20%        　   51%　　　　     92% 
判定区分Ⅲ・Ⅳの橋梁に対す 
る着手率 
指標の説明 

　　橋梁の修繕事業に着手した割合 
　　措置が必要とされた橋梁の効率的な修繕等につなげるため、将来的に必要となる工事に備えた 

調査・設計を進めておくことも着実な事業実施につながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　1 巡目の定期点検の判定区分Ⅲ（早期措置段階）、Ⅳ（緊急措置段階）の橋梁に対し、修繕等の 

措置へ着手した橋梁数の割合を設定 
　　この目標達成により、予防保全の観点から計画的な修繕等を進めることで将来にわたる維持管 

理・更新コストの最小化に寄与 
 

 

市道の安全性・快適性の向上重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶乗合タクシーや公共ライドシェア（自家用有償旅客運送）の実証・導入 
F市周辺部において、居住地と交通結節点までを結ぶ新たな交通モードの導入に向けた取組 

を進める。 
▶ 地域公共交通の利用促進策の実施 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

乗合タクシー及び公共ライド　　　　　0 箇所       　   1 箇所　　　　    3 箇所　　 
シェア（自家用有償旅客運送） 
の導入地域数（累計）　　　　　　  
指標の説明 

　　乗合タクシー及び公共ライドシェア（自家用有償旅客運送）が導入された地域数（累計） 
　　公共交通空白地の解消を目指し、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　利便性の高い地域公共交通ネットワーク構築を目指し設定 
　　この目標達成により、地域住民の移動手段の確保に寄与 
 
 

 

 

 
●阿南市地域公共交通計画　           

 

地域公共交通の核となるバス路線及び離島航路の確保・維持重点テーマ 3 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■本市では、持続可能な循環型社会を形成することを目指し、ごみ減量化、リサイクル率の向上

等に取り組んでいます。 
■令和５年度のごみの排出量は 25,541 トンで、令和元年度比で約 9.82％減少しており、リサイ

クル率は 19.67％で令和元年度と同率で推移しています。 
■従来の大量生産・大量消費・大量廃棄型のライフスタイル社会から循環共生型社会へと転換を

していくためには、市民一人一人の未来の地域環境を意識した行動が不可欠です。 
■近年、本市のごみ排出量は、やや減少傾向にありますが、リサイクル率はほぼ横ばいで推移し

ていることから、引き続き３R の取組を推進し、周知・啓発活動を行います。 

 

 
 

■持続可能な循環型社会を形成するため、市民や事業者のごみの排出マナーの向上や減量化に対

する意識を高めるとともに、より一層のごみの減量化とリサイクル率の向上に努めます。その

ため、「阿南市環境基本条例」「阿南市環境基本計画」「阿南市一般廃棄物処理基本計画」に基づ

き、資源ごみの有効活用と、ごみの適正処理を推進し、市民団体との連携、資源ごみ回収団体

の育成、３Ｒ運動などを基本とした取組を行います。　　 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

循環型社会1-7

環境にやさしいまちづくり
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■主要な施策 
▶ごみの減量化及び分別排出に対する市民意識の啓発 
▶ 資源ごみ回収団体やごみ問題に取り組む市民団体の育成 
▶ごみ処理施設の適切な運営 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

ごみ排出量（一般廃棄物）　　　　　28,322 トン      25,541 トン　　　23,500 トン 
（年間） 
指標の説明 

　　１年間におけるごみ総排出量（一般廃棄物）（年間） 
　　ごみの削減に対する市民意識を深めてもらうため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　現状から約 8％の削減を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、ごみの削減に対する市民意識の向上に寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
リサイクル率　　　　　　　　　　　 19.67%   　　　 19.67%　　　　　 22% 
（再生利用量/ごみ排出量）　　　　　 
指標の説明 

　　１年間におけるごみ（一般廃棄物）のリサイクル率（資源化率）再生利用量/ごみ排出量 
　　ごみの資源化に対する市民意識を深めてもらうため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　現状から約２％の上乗せを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、ごみの資源化に対する市民意識の向上に寄与 
 
 

 

 
●阿南市環境基本計画　           
●阿南市一般廃棄物処理基本計画 

 

 

 

 

 

重点テーマ・主要な施策

ごみの発生抑制とリサイクル率の向上重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■本市では、ポイ捨て禁止のまちとして、市民、事業者等が協働して、美化活動に取り組んでい

ますが、依然、多くのマナー違反が見られます。また、空き地における雑草の繁茂による苦情

も増加しており、人口減少・少子高齢化に起因する、身近な生活環境問題への対応が課題とな

っています。 
■市外への若者の流出が続く中、新婚世帯の快適な住環境の取得を支援することにより、市内で

の定住を促す必要があります。 
■少子高齢化、核家族化の進行に伴い、高齢者、障がい者、低所得者等で住宅の確保に配慮が必

要な方（住宅確保要配慮者）が増加していくと推測されますが、市内の公営住宅等の大半は、

昭和 40～50 年代に建設した建物であり老朽化が進んでいる現状を踏まえ、民間住宅ストック

の活用も視野に重層的かつ柔軟な住宅の供給に取り組む必要があります。 

 

 
 

■快適な生活環境は、「住みたい」「住み続けたい」場所として選ばれるための基盤になるもので

す。まちの美化活動等の推進や空き地の適正な管理を促進し、市民の快適な生活環境を確保し

ます。 
■結婚に伴う新生活の経済的負担を軽減するため、住宅取得費の一部を支援することにより、定

住の促進や地域における少子化対策を強化し、本市の持続的発展や地域社会の安定につなげま

す。 
■「阿南市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、公営住宅等の維持・管理に努めるとともに、徳島

県に登録された、住宅確保要配慮者の入居を拒まない民間賃貸住宅、いわゆる「セーフティネ

ット住宅」の周知を図ります。また、戸建て住宅のリフォームを促進することにより、居住環

境の向上、空き家の利活用につなげます。　　 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

住環境1-8

快適で暮らしやすい住環境を保全・創造するまちづくり
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■主要な施策 
▶騒音・振動・悪臭の防止対策の推進　　　　　 
▶美化活動の推進 
F環境パトロールや監視カメラの設置によりポイ捨て防止への抑止力を高めるとともに、市 

民等の美化活動を支援する。 
▶空き地の適正管理の促進 
F空き地の適正管理を啓発するとともに、管理不行き届きの空き地への調査及び改善指導を 

行う。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

生活環境が快適であると　　　          －                －　　　       90％以上 
感じている市民の割合　 
指標の説明 

　　目標達成に向けて必要と思われる行動変容の度合い 
　　暮らしの中で関心を高め、行動変容につなげていく必要があるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　今後の取組により達成したい目標値として設定 
　　この目標達成により、生活環境改善への貢献に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

快適な生活環境の保全重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶新規住宅建設支援 
F新婚世帯を対象に結婚新生活支援事業補助金を交付する。 

▶住宅施策の総合的推進 
　F健康で文化的な生活を営むに足りる住宅の整備・供給を推進する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

住宅セーフティネット登録戸数　　　   0 戸             762 戸　　　     800 戸 
　 
指標の説明 

　　徳島県に登録している住宅セーフティネットの戸数 
　　住宅確保要配慮者の受け皿を確保するため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　将来的に、公営住宅等の用途廃止に伴う住宅確保の代替策としてセーフティネット住宅の活用 

を検討するため、目標値を設定 
　　この目標達成により、人口減少に対応した適切な公営住宅等の保有量を確保するとともに、民 

間住宅の活用による住居の確保に係る選択肢の増加に寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
リフォームに係る補助金交付戸数　　　536 戸            871 戸　　　    1,200 戸 
　 
指標の説明 

　　あなんぐらし支援事業補助金（旧住宅リフォーム支援事業補助金）の交付総戸数 
　　戸建て住宅のリフォームを促進し、快適な暮らしの支援を図るため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　リフォームに係る経済的負担を軽減するとともに戸建て住宅の長寿命化を図るため、目標値を 

設定 
　　この目標達成により、居住環境の向上、空き家の発生予防、定住促進等が図られ、ひいては、 

市民の幸福度の向上に寄与 

 

 

 

 
●阿南市環境基本計画 
●阿南市公営住宅等長寿命化計画 
●阿南市空家等対策計画　           

 

関連する個別計画

快適な暮らしの支援重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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9-1 上水道 

 

 

 
 
■水道事業は、人口減少や節水型機器の普及などによる水需要の減少に伴い料金収入が減少傾向

にある一方で、高度経済成長期に建設された水道施設の更新需要の到来により維持・更新費用

が増大傾向にあり、将来、安定した事業運営を継続するためには、財源の確保が課題となりま

す。 
■広範囲にわたり多くの施設を有する本市水道事業の維持・更新には、将来的な水需要予測を見

極めた長期的な視点により、DX 化や脱炭素化などを考慮した施設統廃合やダウンサイジング

を推進するとともに、発生が切迫する南海トラフ巨大地震に備えた耐震化が課題となります。

また、これら投資的経費には、世代間の負担の公平性の担保も必要となります。 
■水道水は、水道水質基準に適合するものでなければならず、水道法によりこれらを遵守する義

務が課されています。また人口減少社会において、施設更新需要の到来や自然災害への備えな

ど水道事業を取り巻く経営環境が厳しくなる中、将来にわたり安全・安心な水道サービスを持

続するためには、水道事業の運営に必要な人材の確保や育成、技術の継承など、水道の基盤強

化が必要です。さらに、近年多発化する豪雨など様々な危機事象に対する危機管理体制の構築

には、民間企業や地域住民との連携が必要です。これらの課題は、市内において独立した運営

を行っている民営水道事業体にも共通するものであり、「安全・安心な水の供給」の持続に向け

た連携が必要であると考えています。 
 

 
 

■社会経済情勢の変化や、水道事業を取り巻く様々な環境の変化に対応するため、水道事業の中

長期的な経営計画である「阿南市水道事業経営戦略」を適宜見直し、随時フォローアップを行

うことにより健全経営を継続するとともに、水道料金のあり方を検証し、料金制度の見直しな

ど必要な措置を行います。 
■地震等災害へのハード対策として、水道インフラの急所施設となる水源地や配水池やこれらを

つなぐ送水管などの耐震化を推進します。また、これら耐震化は、施設の統廃合や脱炭素化な

ど水道インフラの将来の在り方を検証したうえで、経営計画の基となる投資・財政計画を考慮

した将来にわたり持続性のある事業計画とします。 
■水道水質基準に適合した水道水の供給を継続します。また、危機管理対策マニュアルの適宜見

直しや、本市や日本水道協会などが実施する各防災訓練等への参加により、災害対応力の向上

ビジョン

基本的な方向性

安全・安心な水ときれいな川を守るまちづくり

1-9 上下水道

現状と課題



28 

を図るとともに、水道事業を継続するために必要な人材や技術を民間との連携により確保する

ことや、地域との協調による継続性の高い水道システムを構築し、安全・安心な水の安定供給

を図り、「安全」「強靭」「持続」を基本理念とした将来に受け継がれる水道事業に取り組みます。 
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■主要な施策 
▶収支予測を考慮した長期的視点による施設の維持更新計画の策定 
▶水道施設の耐震化の推進による水道事業の基盤強化 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

基幹管路の耐震管率　　　         　 11.5%           15.7%　　        25% 
　 
指標の説明 

　　基幹管路の総延長のうち耐震性を有する管路延長の割合 
　　基幹管路の耐震化を推進し強靭な水道を構築するため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　計画的な耐震化の取組により耐震管率の向上を図ることから、目標値を設定 
　　この目標達成により、地震に強い水道の構築と災害時における被害軽減を図り、水の安定供給 

に寄与 
 
 
 
 

■主要な施策 
▶水道事業の健全な経営確保に向けた水道料金など供給規定の見直し 
F経営戦略の見直しとフォローアップ行い、健全経営に向けた水道料金制度の検証・見直し 

を行う。 
　　　 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

料金回収率　　　　　　　　　　　   130.5%          119.1%　　　    111.9% 
　 
指標の説明 

　　水道料金収入で給水費用をどれだけ回収できているかを示す割合 
　　１００％を下回っている場合、給水にかかる費用が料金収入以外に他の収入で賄われているこ 

とを意味し、適正な料金収入の確保が求められることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　現行料金水準の妥当性を示す数値として、目標値を設定 
　　この目標達成により、料金改定の必要性や健全経営の判断の目安となることに寄与 
 

重点テーマ・主要な施策

災害に対して強靭な水道施設の整備重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

水の安定供給と健全経営の維持重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）



30 

 
 

■主要な施策 
▶徹底した水質管理による安全・安心な水の供給 
F水道法の規定に基づく水質基準に適合する水質管理の徹底や、PFOS、PFOA や農薬類等 

の水質基準を補完する水質管理上留意すべき項目を監視することにより、安全・安心な水 
の安定供給を図る。 

▶非常時における業務継続体制の構築と住民連携の推進 
F危機管理体制の適宜見直しと防災訓練等による地域住民との連携により災害対応力の向上 

を図る。 
▶水道資産の適正な管理体制の構築 
F民間との連携により専門的技術やノウハウを確保し、持続可能な水道運営の構築を図る。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

水質基準適合率　　　　　　　　　　  100%            100%　　　   　 100% 
　 
指標の説明 

　　水道法に基づく水道水質基準に適合した水質検査結果の割合 
　　安全・安心な水を供給するための基準となるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　水道原水及び浄水の定期的な水質検査の実施による水質管理の徹底を図ることから、目標値を 

設定 
　　この目標達成により、水道水質基準を満たす安全・安心でおいしい水を安定供給し、市民生活 

の向上や社会経済活動の円滑化に寄与 
 

 

 

 
▶●阿南市新水道ビジョン 2022 2028 
▶●阿南市水道事業経営戦略 2022 2031 

　●阿南市水道水質検査計画 

 

関連する個別計画

安全・安心な水道水の確保重点テーマ３ 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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9-2 下水道 

 

 

 
 
■富岡雨水ポンプ場は平成 18 年から、富岡浄化センターは平成 23 年から運転を開始しており、

これら下水道施設における機器は設置からの年数が経過することから、施設の老朽化が見込ま

れます。また、春日野浄化センターは、令和７年度から公共下水道として施設の改築等を実施

します。今後においては、ストックマネジメント計画や耐水化計画に基づき、施設の計画的な

改築・更新及び適切な維持管理を行い、安全で良質な下水道サービスの提供を維持する必要が

あります。 
■現在、伊島、パストラルゆたか野、西春日野の３地区のコミュニティ・プラントを運転管理し

ていますが、将来にわたり、安全で安定的な生活排水処理が維持できるよう、計画的に改築・

更新を進める必要があります。また、下水道整備区域外における合併処理浄化槽設置を推進す

るため、単独処理浄化槽等からの転換などに係る費用に対し補助金を交付しています。 
■羽ノ浦農業集落排水処理施設は、経年劣化による施設の修繕等が増加しています。また人口減

少による収入の減少も予想され、計画的な維持管理を行う必要があります。 
■し尿処理施設「阿南市クリーンピュア」は、運転開始から 20 年以上が経過していることから、

施設の改良・定期的な機器の更新を行っています。今後においても計画的な改良・更新を行い、

安心・安全な「し尿処理施設」として維持管理を行う必要があります。 

 

 
 

■心地よく住みやすいまちづくりを目指し、公共用水域の水質保全を図るとともに、市民の衛生

的で快適な生活環境を整備するため、公共下水道及びコミュニティプラント、集落排水施設、

し尿処理施設の適正な維持管理を行います。 

 

基本的な方向性

現状と課題
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■主要な施策 
▶小型合併浄化槽設置による水質向上 
F下水道整備区域外における合併処理浄化槽設置を推進するため、単独処理浄化槽等からの 

転換などに係る費用に対し補助金を交付する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

汚水処理人口普及率　　　         　 45.0%           48.4%　　        51.9% 
　 
指標の説明 

　　人口に対し、公共下水道、集落排水、コミュニティ・プラント、合併浄化槽等の生活排水処理 
施設を利用できる人口の割合 

　　合併浄化槽等の生活排水処理施設を利用している割合が増えることは、水質汚濁の防止に繋が 
ることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するためことを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、水質汚濁防止及び汚水処理人口普及率の向上に寄与 
 
 
 
 

■主要な施策 
▶下水道施設の維持管理（改築・更新）　　　　　▶し尿処理施設の維持管理 
▶羽ノ浦農業集落排水処理施設の維持管理　　　　 
▶コミュニティ・プラントの維持管理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点テーマ・主要な施策

生活排水の水質向上重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

下水道施設・し尿処理施設の計画的な維持管理重点テーマ 2 
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

施設の耐震化及び耐水化が完了　　　  0 施設          　0 施設　　　   　 1 施設 
した施設数 
指標の説明 

　　耐震化及び耐水化が完了した施設数 
　　災害時においても一定の下水道機能を確保し、下水道施設被害による社会的影響を最小限に抑 

制するため、富岡浄化センターと春日野浄化センターの耐震化及び耐水化が重要であることか 
ら、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　２施設の耐震化及び耐水化が完了することを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、気候変動の影響や南海トラフ巨大地震等への備えも含め、都市機能の根幹 
　　を支える下水道サービスの持続性が高まることに寄与 
 

 

 

 

 
●阿南市公共下水道事業計画（打樋川処理区・春日野処理区） 
●阿南市公共下水道施設ストックマネジメント計画 

　●阿南市公共下水道施設耐水化計画 
　●阿南市一般廃棄物処理基本計画　　 

●辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画 

関連する個別計画

ＫＰＩ（重要業績評価指標）



 

 

 

 

 

 

基本政策２ 

「地域産業が伸びゆく阿南」の創生 

～多様な産業が元気いっぱいのまちに～

 
まちづくり分野

総合戦略

分野
 2-1　農業・林業・漁業 ······························      1

しごと
 2-2　工業 ··················································  6
 2-3　商業 ··················································  9
 2-4　雇用環境 ··········································· 12
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■本市の農業は高齢化や担い手・後継者不足、小規模な経営という問題を抱えており、これらを

解決するためには新規農業者の確保、労働の省力化、有害鳥獣対策、農地の集積・集約化や販

路の拡大等を図る必要があります。 
■農地の維持、農業用施設の補修・維持管理を行い、地域資源の適切な保全管理、農業の保全、収

入の安定化を図る必要があります。 
■所有者不明森林の増加や高齢化、担い手の減少により手つかずの山林が増えています。それに

対し、所有者の捜索と意向調査を行い、境界の明確化を行うことで、森林整備の促進を図り、

山地災害の予防や水源の確保といった森林の公的機能の保全を行う必要があります。 
■漁業の担い手が不足する中、漁業者所得の安定化を図るため、海洋環境整備、水産資源の保全

など持続可能な漁業経営と資源管理の取組を推進していくことが必要とされています。 
■燃油価格が高騰・高止まりする中、第一次産業の経営が圧迫されており、価格転嫁も困難であ

ることから、経営安定対策が必要とされています。 

 

 
 

■農山漁村は、国土の保全、良好な景観の形成等の様々な役割を有しています。そのため、農業・

林業・漁業を巡るスマート化や環境負荷の低減、６次産業化や地産地消の推進、国・県の補助

金を活用した燃油高騰対策、将来を見据えた担い手の確保を通じて、生産者や関係機関・団体

等と連携しながら施策の一体的な展開を図り、魅力と活力ある農村生活環境づくりを推進し、

経営体制の強化など多面的な取組を進めます。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

持続可能な農林漁業のまちづくり

２-１ 農業・林業・漁業
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■主要な施策 
▶認定農業者制度の活用による農業の担い手・後継者対策の推進 
▶環境負荷低減事業活動の推進 
F農林水産業における化学肥料・農薬低減、温室効果ガスの排出抑制等の環境負荷低減の事 

業活動を推進する。 
▶地域計画の実行による農業後継者の確保と集積・集約化の促進 
F地域の方々や関係機関等と連携し、農業の課題、将来のあり方や担い手を定めることで、地 

域の農業を守る。 
▶効率的な生産技術の導入やスマート化・機械化による省力化の推進 
F農作業の省力化、スマート化等に資する農業用機械や施設等の導入経費の一部を助成する。 

▶国・県と連携した燃油高騰対策の推進 
F第一次産業において、長引く燃油の高騰・高止まりが経営に大きく影響を及ぼしているた 

め、国・県の補助金を活用した燃油高騰対策を実施し、経営の安定化を図る。 
 
 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
新規認定農業者数（累計）　　　　　５経営体         36 経営体　　　　 71 経営体 

 
指標の説明 

農業経営基盤強化法に基づく、農業経営改善計画の新規認定数 
新規認定農業者が地域農業の中核となる担い手となることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
過去の実績を踏まえ、毎年度７経営体が増加すると見込み、目標値を設定 
この目標達成により、地域農業の中核となる担い手の育成・確保に寄与 

 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
補助事業者数（累計）　　　　　　　11 事業者　　　 　26 事業者　　　　41 事業者 

 
指標の説明 

担い手確保・経営強化支援事業、農地利用効率化等支援事業の補助事業者数 
認定農業者や新規就農者等の規模拡大を行う担い手へ農業用機械の導入経費を補助することで 
地域農業を守っていくことにつながるため、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
農業の担い手の育成を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、経営面積拡大を促進し、担い手の確保に寄与 

 

重点テーマ・主要な施策

生産力の向上と環境負荷に配慮した農業の推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
　　▶農業用施設の適正な機能管理 

F管理農道・樋門・かんがい用用排水路・排水機場等の維持管理を行う。 
　　▶農業用施設の計画的な機能保全 

▶有害鳥獣対策事業 
　F有害鳥獣捕獲報償金、捕獲檻や電気柵設置、狩猟免許取得補助等を実施し、農林水産業等 

への被害低減を図る。 
 
 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

農業水利施設（河川樋門・除塵機）　　　０％　　　　　　　40％　　　　　１００％ 
ひ も ん じ ょ じ ん き

の長寿命化対策進捗率 
指標の説明 

管理施設に対する長寿命化対策率（農業用施設機能保全計画で長寿命化が必要とされた施設の 
うち、対策済施設数を長寿命化が必要とされた施設数で割った数値） 
自然災害から市民の生命・財産を守るため、この指標を選定 

設定の考え方/得られる効果 
近年の樋門整備の実績を踏まえ、2028 年度までに 100%を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、地域営農の安定化と維持管理の軽減に寄与 

 
 
 
 

■主要な施策 
▶森林整備の根幹となる所有者間の境界の調査と明確化 
▶森林整備の推進と森林の公的機能の保全 
F放置林整備として山林の間伐を行い、森林の適正な管理と山地災害の予防に努める。 

 
 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
㏊ ㏊放置林整備事業実施面積（累計）　　　－　　　　　　　90 　　　　　　 190  

指標の説明 
南部地域森林管理システム推進協議会の事業で行った放置林整備事業実施累計面積 
適切な森林管理を行っていくための目標として、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
事業実施面積の増加を目指し、目標を設定 
この目標達成により、間伐を行うことで適正な森林管理の推進と山地災害の予防や水源の確 
保など、森林の公的機能の保全に寄与 

農業生産基盤の整備重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

森林の多面的かつ持続的な機能の発揮重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶海岸漂着物等対策の推進 
F漁場の環境や生産力の回復を図るため海洋ごみ対策を実施し、海面環境保全を推進する。 

▶水産資源の確保 
F水産資源の維持・回復のため、種苗放流を実施するとともに、藻場の食害等による磯焼け対 

策の推進を図る。 
 
 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
種苗の放流量　　　　　　　　　　658 万尾（個）　　783 万尾（個） 　800 万尾（個） 

 
指標の説明 
種苗放流事業、離島漁業再生支援等交付金事業における放流実積 
海洋環境と水産資源の保全や漁業者所得の安定化につながることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
種苗の放流による安定した漁獲量の確保を目指し、目標を設定 
この目標達成により、持続可能な漁業経営と資源管理に寄与 

 
 
 
 

■主要な施策 
▶有害鳥獣の食肉（ジビエ）の地域資源としての有効活用 

 
 
 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

有害鳥獣の食肉（ジビエ）　　　　　　－　　　　　　　３０頭　　　　　１００頭 
としての有効活用頭数 

指標の説明 
本市のジビエ処理加工施設での処理頭数 
ジビエ（食肉）としての活用が増加することで、地域資源としての活用や新事業の創出に 
つながることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
ジビエ（食肉）として有効活用された頭数の増加を目指し、目標を設定 
この目標達成により、有害鳥獣の地域資源としての活用拡大や新事業の創出に寄与 

 
 

 

持続可能な漁業経営と海洋資源の保全重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

地域資源の利用促進重点テーマ５

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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●阿南市農業基本構想　          ●地域計画 
●阿南市森林整備計画　　　　　　●阿南市鳥獣被害防止計画 

　●阿南市農業用施設機能保全計画　●徳島県みどりの食料システム基本計画 

 

関連する個別計画
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■本市には国内有数の企業が立地し、これまで本市の産業や雇用を支え、また、大多数を占める

中小企業が産業の振興を担っています。しかし近年の原材料価格やエネルギー価格の高騰、少

子高齢化や人口減少による市場規模の縮小や後継者・人手不足など、既存企業を取り巻くビジ

ネス環境は年々厳しさを増しており、企業の安定した操業継続・拡大を促進していく必要があ

ります。 
■徳島県が令和６年７月に策定した、蓄電池関連産業を新たな産業の柱として確立していくため

の産業戦略である「徳島バッテリーバレイ構想」を本市でも積極的に推進し、脱炭素社会への

貢献や新たな雇用の創出、地域経済の活性化につなげていく必要があります。そのためには新

たな企業用地の確保や企業誘致活動が必要となります。 
■若者世代の定住・雇用の確保を図るため、若者に地元企業を知ってもらう機会の創出や、理工

系人材の育成に取り組んでいく必要があります。 

 

 
 

■県南の産業・経済の中心都市としての役割を担うため、市内立地企業の安定した創業継続・拡

大を促進し、安定的な雇用の確保に努めるとともに、徳島県や地元関連企業等と連携し、「徳島

バッテリーバレイ構想」推進のため、「企業用地の確保」や「誘致活動」及び「理工系人材の育

成」等に積極的に取り組んでいきます。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

産業振興で活力あるまちづくり

２-２ 工業
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■主要な施策 
▶企業の安定した操業継続・拡大の促進 
F工場を新設及び増設する企業に対し、固定資産税の減免を行い、操業継続・拡大による新 

たな雇用を創出する。 
▶工業用水の安定的な確保と高速道路ネットワークの早期整備の推進 
F関係団体等と連携し、国への積極的な要望活動を行う。 

 
 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
「阿南市工場設置奨励条例」に　　　　４件　　　　　　　５件　　　　　　　10 件 
よる指定工場の新規件数 

指標の説明 
市の奨励指定により新設及び増設した工場の件数 
工場の新設・増設により、地域経済の活性化や雇用の創出につながることから、この指標を 
設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
企業の操業継続・拡大を図るため、年間１件ずつの増加を見込み、目標値を設定 
この目標達成により、企業の安定した操業継続と地域経済の活性化に寄与 

 
 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

市内主要企業で働く従業員数　　　　9,286 人　　　　　9,350 人　　　　10,000 人 
 

指標の説明 
市内主要企業（辰巳工業団地７社・大潟新浜工業団地６社・その他の市内企業 10 社）の従業 
員数 
企業の安定した操業継続・拡大は雇用の創出にもつながることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
年間約１％増加を見込み、目標値を設定 
この目標達成により、人手不足の解消や地域経済の活性化に寄与 

 
 
 

 

重点テーマ・主要な施策

既存企業の振興重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶企業誘致活動の推進 
F徳島県及び市内蓄電池関連企業と連携し、積極的な企業誘致活動を行う。 ▶工業団地（用地）の確保 
F徳島県や市内金融機関等と連携し、工業団地（用地）の確保に努める。 

▶企業誘致に向けた市民の機運醸成　　 
F「徳島バッテリーバレイ構想」の取組を広く周知する。 

▶理工系人材の育成 
F徳島県や市内蓄電池関連企業と連携し、小中学生を対象に蓄電池関連の授業等を実施する。 

 
 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
企業誘致等の件数　　　　　　　　　　０件　　　　　　　0 件　　　　　　　4 件 

　　（2024 年度からの累積） 
指標の説明 

市内へ新たに立地した企業及び新たに拡張等を行った企業の数 
企業誘致等により、地域経済の活性化や雇用の創出につながることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
年に１件の新規の企業誘致や既存関連企業の拡張・展開を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、雇用の創出と地域経済の活性化に寄与 

 
 

 

新たな企業誘致の促進重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■経済のグローバル化やＤＸ化の進展により中小企業を取り巻く社会経済情勢はめまぐるしく変

化し、少子高齢化の加速や為替市場の変動、また原材料やエネルギー価格の高騰、最低賃金の

引き上げなどの要因が中小企業の経営に大きな影響を与えています。 
■消費者ニーズの多様化や大型商業施設の進出、インターネットショッピングの普及等により、

本市の商業を取り巻く環境はより一層厳しさを増すとともに、近年は、後継者不足により事業

承継ができず、廃業を検討する経営者が増加しています。 
■市内商工団体等と連携し、事業継続の支援や創業支援等を促進することで商業の振興による地

域経済の活性化など豊かなまちづくりに向け、積極的に取り組んでいく必要があります。 

 

 
 

■市内商工団体等と連携し、地元中小企業が成長するビジネス環境をつくるため、地域経済を「庭」、

地元中小企業を「植物」に見立て、地域という土壌を生かして中小企業を大切に育てることに

より地域経済の活性化を図る「エコノミックガーデニング」の考え方を導入し、中小企業の更

なる成長を促すとともに、新産業の創出を担う起業家の育成にも積極的に取り組んでいきます。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

商業の振興によるにぎわいと豊かなまちづくり

２-３ 商業
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■主要な施策 
▶中小企業の経営に関する支援 
F中小企業診断士等による経営相談及び創業支援を実施する。 

▶雇用の安定に向けた支援 
F阿南市 UIJ 促進事業や阿南市雇用対策協定に基づく支援を実施する。 

▶事業の継続・拡大に関する支援 
F工場設置条例や先端設備等導入計画による事業拡大に関する支援を実施する。 

 
 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
中小企業・小規模事業者の　　　　　　13 件　　　　　　51 件　　　　　　60 件 
創業及び経営等相談件数（年間） 

指標の説明 
中小企業診断士や税理士による「よろず出張経営相談会」での相談件数（年間） 
経営等相談により、経営に必要な資金繰りや助成金等の情報を得ることができるため、この指 
標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
現状値の相談件数の約 15％増を目指し、目標値を設定 
新たな時代の社会経済の変化に対応した中小企業等の持続的な発展に寄与 

 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

企業訪問によるヒアリング　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　　60 件 
調査件数（年間） 

指標の説明 
エコノミックガーデニングの取組の一つである企業訪問によるヒアリング調査件数（年間） 
企業の生の声を聞くことで、今後の中小企業等支援策の検討材料にすることができるため、 
この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
月平均５件として年間６０件を目指し、目標値を設定 
企業の現状や課題を把握するとともに、企業との信頼関係の構築に寄与 

 
 

 

重点テーマ・主要な施策

エコノミックガーデニングの推進による地元中小企業の育成と活性化重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶新産業の創出及び起業家の支援 
F創業支援セミナーによる創業者等支援を実施する。 ▶インキュベーションセンターの利用促進 

▶阿南市へのサテライトオフィス進出に対する支援 
Fあなんスマート・ワークオフィスの利用件数の拡大を図り、都市圏からの人の流れや起業家の 

支援を行う。 
 

 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
創業支援セミナー受講後の　　　　　　１人　　　　　　　1 人　　　　　　　5 人 
創業者数（累計） 

指標の説明 
セミナー受講後の創業者数（累計） 
創業に必要な知識やノウハウが身につき、創業への足がかりとなることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
年間１件の創業者を見込み、目標値を設定 
創業者が増加することで地域経済の発展に寄与 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

あなんスマート・ワーク　　　　　　　71 日　　　　　　109 日　　　　　　125 日 
オフィス利用日数 
指標の説明 
あなんスマート・ワークオフィスの利用日数 
利用日数の増加により、施設の有効活用とサテライトオフィスの進出が期待できるため、この 
指標を設定 
設定の考え方/得られる効果 
現状値の利用日数の約 15％増を目指し、目標値を設定 
本市へのサテライトオフィス進出につながることで、地域経済の活性化に寄与 
 

 

新産業の創出を担う起業家の育成重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■雇用の創出・拡大のためには、徳島労働局、阿南公共職業安定所及び商工会議所等の関係機関

と緊密な連携を図りつつ、今後は地元企業とより一層の連携強化が必要となっています。 
■高齢者に多様な就業機会を提供する阿南市シルバー人材センターの事業運営を支援し、人手不

足の悩みを抱える中小企業や育児・介護関連等で働く現役世代を下支えしていますが、定年の

引き上げなど労働形態の変化により、同センターの会員数は年々減少しています。そのため、

退会会員の抑制と新規入会者の促進を図り、高齢者の能力や経験に応じた仕事の提供や地域の

特性を生かした新たな就業機会の確保等を行う必要があります。 
■介護職をはじめとする慢性的な人手不足となっている多様な業界において、若者の定着を図る

ための施策を検討していく必要があります。 

 

 
 

■市民が安心して働くことができる環境づくりのため、関係機関や企業と連携して、雇用の創出

と拡大を図るとともに、高齢者や障がい者、女性、外国人等の人権が尊重される職場環境に向

けた啓発や勤労者福祉の充実に向けた取組に努めます。 
また、「阿南市シルバー人材センター」に対する支援により、高齢者の雇用の場の確保と慢性的

な人材不足の解消を図ります。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

誰もがいきいきと働き続けられるまちづくり

２-４ 雇用環境
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■主要な施策 
▶職場環境の整備促進 
F育児や介護中であっても安心して働くことができるよう、労働セミナーや個別相談会、企

業訪問を実施する。 
▶就職差別撤廃の促進 
▶勤労者福祉の充実 
F中小企業が単独では実施が難しい福祉事業について、徳島勤労者福祉サービスセンター（あ 

わーず徳島）の会員制度の周知による福利厚生の充実や、セミナー及び個別相談会等を通 
じた職場環境の改善やワークライフバランスの推進を図る。 

 
 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
労働相談会や働き方改革相談会　　　　１回　　　　　　　３回　　　　　　　５回 
の実施回数（年間） 

指標の説明 
労働法令改正のポイント等を解説するセミナーや労働相談会を実施した件数（年間） 
各種セミナーの開催や個別の相談会の実施により、市民が安心して働くことができる職場環境 
づくりにつながることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
労働相談会や働き方改革相談会を積極的に行うこととし、目標値を設定 
市民が安心して働くことができる職場環境づくりに寄与 
 

 
 
 
 

■主要な施策 
▶若者の就労及び定着に向けた支援 
Fキャリア支援や職業訓練、学生と企業のマッチングなどを通じて、若者が働きやすい環境づく 

りを支援する。 
▶高齢者、障がい者及び女性の雇用の場の確保 
F柔軟な勤務形態の促進や職場環境の整備などを就労支援のセミナーや企業訪問などを通じて働 

きかける。 
▶高齢者の就業支援 
F阿南市シルバー人材センターとの連携の強化や事業運営の支援を行い、豊かな経験と知識を有 

する高齢者の社会参加を促す。 
 

 

重点テーマ・主要な施策

職場環境の整備や向上重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

安定的な雇用に向けた支援重点テーマ２
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
就労相談の実施件数（年間）　　　 　104 件　　　　　　52 件　　　　　　130 件 

指標の説明 
隣保館やセミナーなどで就職や労働環境の個別相談を行った件数（年間） 
就職希望者などが置かれているそれぞれの状況にあわせた相談が就職・定着に効果的である 
ことから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
積極的な就労相談の実施により、2019 年の実績値から 25％増加させることを目指し、目標を 
設定 
就職希望者の就職や定着に寄与 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
阿南市シルバー人材センター　　　　 836 人　　　　　　812 人　　　　　750 人 
会員数（直近３年度の平均） 

指標の説明 
阿南市シルバー人材センターに登録する会員数 
高齢者が働くことを通じて生きがいと健康を得ることができることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
健康で労働意欲のある高齢者数の維持・確保を目指し、目標値を設定 
高齢者の社会参加、生きがいの充実、健康の保持増進を促し、地域全体の活性化に寄与 

 
 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶就労関係機関との連携強化 
F徳島労働局やハローワーク、商工会、企業と連携し、就労支援やマッチングの体制を強化す 

る。 
▶介護人材の確保に向けて介護事業所及び関係機関と連携した雇用の促進 

 
 
 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　 　　　実績(2019) 　　現状(2023)    目標(2028) 
就労関係機関が実施する事業や　　　　 55 件　　　　　　55 件　　　  　　 70 件 
就職に関する情報提供件数（年間） 

指標の説明 
徳島県最低賃金やハローワークの求人情報を市のホームページで周知した件数（年間） 
幅広く情報提供することで就労者への支援につながることから、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
就労に関する情報提供件数を、2019 年の実績値から 25％増加させることを目指し、目標値 
を設定 
この目標達成により、就労環境の向上や就労率向上に寄与 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　 現状(2023)     目標(2028) 

関係機関と連携した　　　　　　　　　1 件　　　　　　　2 件　　　　　　　5 件 
雇用促進の取組件数（年間） 

指標の説明 
徳島労働局やハローワーク、商工会などと連携した事業の実施件数（年間） 
さまざまな労働関係機関との連携による相乗効果により、効果的な就職支援につながること 
から、この指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
関係機関と連携した取組を積極的に行い、実施回数の増加を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、求職者の就業率向上に寄与 
 
 

 
 
 
　　●阿南市高齢者福祉計画・阿南市介護保険事業計画 

関係機関や企業との連携重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画



 

基本政策３ 

「こどもまんなか笑顔あふれる阿南」の創生 

～子育て日本一のまちに～

 
まちづくり分野

総合戦略

分野
 3-1　出会い・出産支援 ······························      1

ひと  3-2　こども・子育て支援 ··························· 4
 3-3　学校教育 ···········································  7
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■ライフスタイルの変化や子育てに対する負担感の増大などにより、婚姻率や出生率の低下が続

いています。少子化の主な要因となる未婚化、晩婚化、晩産化の進行とこれに伴う人口減少は、

地域社会の活力低下や労働力人口の減少につながり、社会が抱える大きな問題になっています。 
■婚姻数及び婚姻率は長期にわたり減少傾向にあり、その改善を図るため、結婚を希望する独身

男女へ出会いの場を提供し、結婚活動を支援する必要があります。また、経済的理由により結

婚に躊躇している若者への支援が求められています。 
■夫婦が妊娠や出産に向けた希望をかなえる支援を行い、出生数の増加につなげることが求めら

れています。 
■こどもを安心して産み育てることのできる環境を目指し、母子保健に関する意識の向上や健康

診断の実施、相談事業の充実化といった取組が必要となっています。 

 

 
 

■若い世代の結婚や家庭を持つことへの希望をかなえるために、結婚を希望する独身男女へ出会

いの場を提供し、結婚活動を支援します。また、結婚に伴う新生活の経済的負担を軽減するた

め、住居費や引越費用を支援することにより、結婚に躊躇している若者の背中を後押して婚姻

数の増加につなげ、少子化対策の強化を図ります。 
■不妊治療を受けている夫婦に対し、治療に要する費用の一部を助成することにより、経済的負

担の軽減を図り、治療を受けやすい環境づくりを推進します。 
■妊婦の口腔疾患の早期発見と生活指導を通じて、妊婦と未来のこどもの健康維持に取り組みま

す。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

結婚・妊娠・出産の希望がかなう環境づくり

3-1 出会い・出産支援
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■主要な施策 
▶出会い・結婚の支援 
F徳島県や関係機関との協働により、婚活イベントを開催する。 

▶経済的な負担軽減策の実施 
F新婚世帯を対象に「結婚新生活支援事業補助金」を交付し、住宅取得や引越費用の一部を支 

援する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

結婚が地域に応援されている    　　   －       　        －　　　　       80% 
と感じた世帯の割合 

 指標の説明 
　　結婚新生活支援事業補助金の申請者に対するアンケート調査結果 
　　婚姻数や婚姻率の向上には地域の温かい支えが必要になることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　総じて地域に応援されていると感じられる 80％の割合を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、地域における少子化対策の強化に寄与 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点テーマ・主要な施策

出会い・結婚へのサポート体制の構築重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶不妊治療費の助成　 
F不妊症の治療を受ける夫婦の経済的負担を軽減するため、治療費に対して助成を行う。 

▶妊婦歯科健診の推進 
F早期に口腔疾患を発見・治療を促進し、かかりつけ歯科医の定着につなげるとともに、口腔 

衛生指導及び生活指導を行う。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

妊婦歯科健診受診率　　     　     　  ー　　　 　　　　 ー　　　 　　　 30% 
　 
指標の説明 
妊娠届出者における妊婦歯科健診受診者の割合 

　　妊婦及び産まれてくるこどもの健康保持増進の推進の指標とするため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 

妊婦及び産まれてくるこどもの健康の保持増進を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、妊婦の口腔疾患の早期発見、早期治療による早産や低出生体重児の減少に 
寄与 

 

 

 

 

 

 
●阿南市健康増進計画 

 

関連する個別計画

充実した出産環境の構築重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■子育てへの保護者の不安を軽減するため、広報を含め、子育て支援事業の利用促進や経済的支

援を通じて、より安全に安心して子育てが行える環境整備を行う必要があります。また、こど

もへの虐待、ヤングケアラー、こどもの貧困などの多様な支援ニーズに対応していく相談支援、

関係機関と連携した支援体制を構築し、こどもや家庭を見守り、支える必要性が増しています。 
■こどもの健康の保持、増進のため、疾病等の早期発見と治療を推進するとともに、保護者の経

済的負担の軽減を図るため、こどもに係る医療費の一部を助成しています。今後、自治体と医

療機関等をつなぐ情報連携システム（Public Medical Hub：PMH）を導入し、マイナンバーカ

ードを活用した医療費助成、予防接種、母子保健等のデジタル化の取組を進めていく必要があ

ります。 
■子育て中の保護者が、こどもの発育や子育ての悩みを一人で抱え込んでしまうことがあります。

子育ての不安を抱える保護者が孤立しないよう、身近で気軽に相談できる環境や支援体制を整

え、妊娠から子育て期まで切れ目なく支える仕組みが求められています。 
■放課後等の児童の安全・安心な居場所づくりを引き続き推進するとともに、こどもが安心して

過ごせるような多様な居場所の確保や地域の協力を得ながら、さまざまな人々と触れ合いつつ

成長できるような環境づくりを行っていく必要があります。 
■公立幼稚園・保育所の老朽化及び急速な少子化が進む中、令和５年３月に策定した「阿南市教

育・保育施設整備基本方針」に基づき、本市の未来を担うこどもたちへの充実した教育・保育

の実現に資することができるよう、その中核を担う認定こども園の整備に向けた具体的な取組

をまとめ、推進していく必要があります。 
■ひとり親家庭は、経済的な負担が大きく、生活が困難な場合もあることから、ひとり親家庭が

安定した生活を送ることができる支援策が求められています。特に、不安定な就労等により生

活困窮に陥るリスクがあることから、安心して子育てができる環境を整えるため、生活の安定

のための経済的支援や自立に向けた就労支援が重要となります。 
■貧困や虐待、不登校、教育格差など多様な課題に直面する困難な状況にあるこどもたちを支え

るために、学習支援や居場所の提供、生活支援、心のケア、保護者の就労支援など包括的な支

援体制が求められています。 
 
 
 
 
 

ビジョン

現状と課題

誰もが安心して健やかにこどもを育てられるまちづくり

3-2 こども・子育て支援
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■こども一人一人の育ちや、子育て環境の状況に応じた支援を行い、全ての子育て家庭が安心し

て子育てできる環境を整え、支援体制を充実させていきます。 
■全てのこどもたちが尊重され、健やかな育ちを等しく保障することができるよう社会全体（こ

どもがまんなか）で可能な限り支援し、「こどもの最善の利益」が実現される地域社会を目指し

ます。　 

 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶子育て家庭への経済的支援　　　　　　　　　 
Fこどもの医療費助成、０～２歳児の保育料・子育てのための施設等利用料と３～５歳児の 

給食費又は副食費の無償化など、子育て世代の経済的負担の軽減を図る。 
▶地域における子育て支援の充実 
F身近な場所でこどもや子育てに関する相談・支援をうけられる環境の整備を強化する。 

　　▶放課後児童クラブの環境整備 
F施設の維持管理とともに、運営の最適化や保護者の負担軽減を目指し、民間委託等を含め 
　て検討する。 

    ▶「こども食堂」の活動推進（再掲） 
F地域住民が主体となって展開する「こども食堂」の活動を支援し、地域コミュニティの強化 

を推進する。 
▶認定こども園の整備 
F公立幼稚園・保育所等の整備による認定こども園化の推進や民間活力の導入を図る。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

「阿南市は子育てがしやすい　　　　　79.1%           79.4%　　　      85.0% 
ところだ」と思う保護者の割合            

 指標の説明 
　　「こどもの成長と子育て支援に関するアンケート調査」項目 
　　子育てがしやすいまちづくりが進んでいる状況を表すことから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　子育て世代の満足度を高めることを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、子育て環境の満足度が高まることによる定住意欲の向上に寄与 
 
 
 

基本的な方向性

重点テーマ・主要な施策

すべてのこどもと子育て家庭への支援重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶ひとり親家庭への支援 
Fひとり親の通院費等の一部助成、資格取得を促進するための給付金の支給による負担軽減 

を図るとともに、母子・父子自立支援員による相談支援を行う。 
▶相談・支援体制の強化とこどもの権利擁護 
Fそれぞれが抱える課題やニーズに応じた支援を適切に実施し、こどもと家庭に対する包括 

的な支援体制を構築するとともに、こどもの権利を保護し、こどもの今とこれからの最善 
の利益を図る。 

　　▶こどもの居場所の整備推進 
F地域でこどもたちが安心して過ごせる多様な居場所を整備する。 
 

 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

ひとり親家庭高等職業訓練　　　　　　 1 人           　 2 人　　　      　3 人 
促進給付金受給者数（年間）　　              
指標の説明 

　　ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金の受給者数（年間） 
　　ひとり親の就業機会を拡大し、キャリアアップを支援することで安定した雇用と収入の確保につ 

ながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　安定した雇用と収入の確保につながることを目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、ひとり親家庭の自立と生活の向上に寄与 
 

 

 

 

 
●阿南市地域福祉計画 
●阿南市子ども・子育て支援事業計画 
●阿南市教育振興基本計画 

 

 

 

関連する個別計画

多様な環境にあるこどもとその家族への支援重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■未来社会の作り手となるために必要な資質能力を育むため、「主体的・対話的で深い学び」の視

点に立った授業改善を推進する必要があります。また、GIGA スクール構想による ICT の利活

用や個別最適な学びと協働的な学びの取組等、「確かな学び」を育む教育の推進が求められてい

ます。そのため、各校による実態に応じた特色ある学校運営が、主体的かつ円滑に実施される

ことが必要です。 
　■GIGA スクール構想の推進によるデジタル教科書の導入等により、1 人１台端末の利用に伴い、

学校における ICT の利活用に向けた環境整備、学習アプリ等のソフトウェアの最適化や ICT を

活用した教員の指導力向上がより一層求められています。また、児童生徒の発達段階に応じた

情報モラル教育の必要性も高まっています。 
　■南海トラフ巨大地震をはじめとする震災や風水害等の災害から生命・財産等を守り、被害を最

小限に抑えるために、防災教育の推進がより一層求められています。また、災害だけでなく、交

通安全や不審者対応等の安全に関する意識を高め、自ら考え行動し、自分の命を自分で守る力

を身につける防災・安全教育の推進が求められています。 
　■近年のグローバル化や社会の変化へ対応できるよう、英語力の向上と国際理解教育の推進が必

要となっています。６人の外国人講師を派遣し教育を進めていますが、学校数が多いため、訪問

回数が限られています。 
■本市の自然環境、歴史や伝統芸能等の文化を学ぶことで、郷土への関心と郷土を大切に思う心

の醸成を図り、次世代へ継承する担い手を育成することが求められています。 
　■地域産業の特性を生かし、地元企業の魅力について理解を深める学習や職場体験の充実を図り、

発達段階に応じた職業観の醸成と地域の将来を担う人材の育成が課題となっています。　 
■青少年を取り巻く環境は、近年ではインターネット環境の充実、スマートフォンの普及により

青少年のネット依存や SNS を介しての犯罪被害対応が後を絶たない状況にあり、この対応が喫

緊の課題となっています。 
　■本市の小・中学校においては、施設の老朽化が進んでいることから、建物の改修等に取り組んで

います。一方で、児童生徒数の減少による学校の再編統合も必要ですが、地域社会の枠組等に大

きな影響が生じることを想定し、学校の在り方を検討する必要があります。 
 
 
 
 
 
 

ビジョン

現状と課題

一人一人が輝き生きる力を育むまちづくり

3-3 学校教育
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■主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図り、教育研究事業等を実施するとともに、

円滑な学校運営の実施に向け、環境整備を行います。 
■地震や火災等の災害を想定したより実践的な避難訓練や不審者対応訓練、交通安全教室を実施

することにより、こどもが「自らの命を守る」行動ができるよう支援するとともに、教職員の

防災意識・危機管理能力の向上を図り、こどもの安全を確保します。 
■めまぐるしく変化する社会に対応し、こどもたちがどのような状況にあっても生き抜く力（「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」）を育む教育を推進します。 
■地域や関係機関との連携しながら、本市の特色ある自然環境や産業、地域の歴史・文化を学び

体験することにより、児童生徒の郷土への関心と郷土を大切に思う心の醸成を図るとともに、

夢を描き、夢に向かって成長していくことができる教育を推進します。 
■行政と市民との協働を中核として学校の再編に取り組むとともに、施設の改修・改築や省エネ

化・脱炭素化を行い、安全・安心で快適な教育環境の整備を推進します。 
 
 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶確かな学びを育む教育の推進　　　　　　 
▶ICT を活用した教員の指導力の向上 
FICT の環境整備を行い、研修会や授業研究会等を通して教員の指導力向上を図る。 

▶防災・安全教育の推進 
F防災・安全に対する児童生徒の知識習得と教職員の防災意識・危機管理能力の向上を図る。 

▶外国語教育の推進 
F小中学校等への外国人講師の巡回訪問指導等を行い、児童生徒の「聴く・話す」といった 

英語力向上と国際理解を図る。 
▶個々のニーズに合った特別支援教育の推進 
F教育支援調査員の資質能力の向上を図り、教育検査や担任・保護者との相談活動を行う。 

▶教育支援教室の充実 
F不登校児童生徒に対して、関係機関と連携し、社会的自立を目指した教育支援を推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

基本的な方向性

重点テーマ・主要な施策

自ら学ぶ力を育てる教育の推進重点テーマ１
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

「授業で学んだことを生活の　　　　　 　－     　      79.5%　 　      82.0% 
中で活用しようとしている」 
と答えた児童生徒の割合　　　　　            

 指標の説明 
　　児童生徒へのアンケート項目 
　　「確かな学び」を育む上で、授業で学んだことを生活の中で活用しようとする児童生徒の育成が 

必要であることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 

すべての児童生徒が授業で学んだことを生活の中で活用することを目指し、目標値を設定 
この目標達成により、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った、わかりやすい授業づくり 
に寄与 

 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
ICT を活用した教育によって　　　　　　－     　      81.4%　　　      84.0% 
授業が分かりやすくなったと 
感じる児童生徒の割合　　　　　　 
指標の説明 

　　児童生徒へのアンケート項目 
　　教員の更なる指導力向上につなげる必要があることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　すべての児童生徒が ICT を活用した教育によって授業が分かりやすくなることを目指し、目標 

値を設定 
　　この目標達成により、情報活用能力の向上に寄与 
 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶郷土愛を育む教育の推進 
F本市の自然環境や歴史・文化等の学びを通して、郷土への関心と郷土を大切に思う心の醸 

成を図る。 
▶キャリア教育の推進 
F地域や関係機関と連携しながら、キャリアパスポートを活用した組織的・系統的なキャリ 

ア教育の推進を図る。 
▶地元企業との連携による早期職業観の醸成 
F職場体験や職場見学を通して、発達段階に応じた職業観や社会人としての基礎力の醸成を 

図る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

職場体験活動や職場見学　　    　　　　－           　  －　　　        80.0% 
活動の実施率　　　　　　  
指標の説明 

　　市内各小中学校における職場体験活動や職場見学活動等を行った割合 
　　発達段階に応じた職業観や社会人としての基礎力の醸成を図る上で有効な手段であることから、 

この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　発達段階に応じた職業観や社会人としての基礎力の醸成につなげることを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、地域の将来を担う人材育成を推進し、持続性のある地域社会の形成に寄与 
 
 
 

 
 

■主要な施策 
▶青少年の健全育成に関する多角的な情報収集と発信 
F学校、警察や関係機関と連携を図り、青少年非行等に関する情報を収集し、啓発を行う。 

▶相談活動の充実 
F青少年の健全育成に関する来所相談、訪問相談、電話相談、メール相談を推進する。　　　　 

▶環境浄化活動の推進 
F青少年に悪影響を与える可能性の高い図書・DVD・ポスター等を店舗立入調査や巡回パト 

ロールにより早期発見に努め、青少年の取り巻く環境の浄化を推進する。 
▶学校・地域関係機関等との連携強化 
 
 
 
 
 

持続可能な地域社会の実現に向けた教育の推進重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

社会の変化に対応する青少年健全育成の推進重点テーマ３ 
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

情報発信や啓発活動の実施　　    　　　－          　  29 回　  　      36 回 
回数（年間）　　　　　　 
指標の説明 

　　センターが実施する青少年健全育成のための広報等の情報発信や啓発活動の年間実施回数 
　　情報発信や啓発活動により青少年の健全育成意識が向上することから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　情報発信や啓発活動により青少年の健全育成意識向上を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、青少年にとって安全・安心な社会環境づくりに寄与 
 
 
 

 
 

■主要な施策 
▶学校グラウンド照明設備の更新（LED 化） 
　Fコンクリート柱の設置経過年数と老朽化等を勘案し、実施の優先度を決定する。 
▶学校照明設備の LED 化 
F学校施設の照明設備の LED 化を推進し、学習環境の向上及び照明の使用電力を抑制し、省 

エネ化・脱炭素化を目指す。  
▶小中学校屋内運動場の空調整備 
　F体育館の空調を整備し、運動環境の向上を図るとともに、避難所としての機能向上を図る。 
▶老朽化した学校施設の改修・改築　　 
▶魅力ある新しい学校づくりに向けた小中学校再編の推進 
F魅力や特色のある学校づくりのための環境や通学手段等の整備を行い、再編統合について 

の合意形成を図る。 
　　▶小規模特認校制度の導入 
　　　F吉井小学校における小規模特認校制度の円滑な実施に向けた体制づくりを行う。 

▶学校教育の情報化の推進 
Fタブレット端末の「普段使い」と発達段階に応じた情報モラル教育を推進する。 

　　▶学校給食費の支援 
　　　F物価高騰に伴う保護者世帯の経済的負担を軽減するため、学校給食費の支援に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

安全で安心して学べる教育環境の整備重点テーマ４ 
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

避難所（体育館）の　　　 　　　　　　０%              ０%　　 　　　　36% 
空調整備率（再掲）　　 　　 
指標の説明 

　　避難所となる体育館への空調設備の整備率 
　　避難所（体育館）への空調整備状況を把握できるよう、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　文部科学省の中長期目標（2035 年度 95％）を見据え、2028 年度の目標設置率を設定 
　　避難所（体育館）における QOL 向上に寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
学校グラウンド照明設備更新率 　   　　－           　  －　　       　　80％ 
　　　　　　 

指標の説明 
　　学校グラウンドにおける照明設備の更新（LED 化）率 
　　学校グラウンドにおける照明設備の更新状況を把握できることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　照明設備の LED 化と併せて、必要に応じて老朽化したコンクリート柱の建替や防球ネットの更 

新を実施することにより、利用者の安全・安心で快適な利用環境を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、こどもや市民がスポーツに親しめる環境を整え、脱炭素社会の実現に寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
学校照明設備 LED 化率　　　　　　　　　0％          　  0％　　　      100％ 
　　　　　　 

指標の説明 
　　小中学校（休校中除く）ごとの LED 照明設備の整備率 
　　学校施設における LED 照明設備の整備状況を把握できることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　2027 年末に蛍光ランプの製造が禁止されるため、全ての照明設備の LED 化を目指し、目標値 

を設定 
　　この目標達成により、教育環境の向上とともに照明の使用電力を抑えることによる省エネ化・脱 

炭素化に寄与 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶県内産地場産物の活用 
F生産者や生産者団体から地場産物の情報を収集し、可能な限り学校給食に使用する。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

地場産物の使用割合　　　    　　　　37.0%           51.5%　  　      55.0% 
　　　　　　 

指標の説明 
　　学校給食で使用した徳島県産物の使用割合 
　　地場産物を「生きた教材」として活用することは、食育の推進につながるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　地場産物の使用を推進していくこととし、目標値を設定 
　　この目標達成により、児童生徒等が地域の自然や文化、農林水産業等に関する理解を深めるとと 

もに、生産等に携わる人々の努力や食への感謝の念を育むことに寄与 
 

 
 

 

 

 
●阿南市教育振興基本計画　　　　　　　　　　　　　●阿南市食育推進計画 
●阿南市立学校グラウンド照明設備 LED 化計画 
●阿南市スポーツ振興計画 
●阿南市立小・中学校再編基本計画 
●阿南市立小・中学校再編実施計画 
●阿南市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

関連する個別計画

地場産物を活用した学校給食の推進重点テーマ５ 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）



 

基本政策 4 

「健康でひとに優しい阿南」の創生 

～誰ひとり取り残さない共生のまちに～

 
まちづくり分野

総合戦略 

分野
 4-1　健康づくり・地域医療 ·······················   1

ひと

 4-2　地域福祉 ···········································  4
 4-3　障がい者福祉 ····································· 7
 4-4　高齢者福祉 ········································10
 4-5　社会保障 ··········································· 14
 4-6　人権・男女共同参画 ···························17
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■健康の保持・増進のために生活習慣病の早期発見や早期治療が重要となりますが、健康診断の

受診率の低さといった課題があります。 
■健康寿命の延伸を図るために、高齢者の保健事業と介護予防事業の一体化を図る必要がありま

す。 
■医師の高齢化や医師不足などの現状があり、今後の地域医療を守るため、医師の確保などが求

められています。 

 

 
 

■市民の誰もが健やかで心豊かに生活できる人生１００年時代に向け、必要な医療が受けられる

医療供給体制を確保するとともに、フレイル対策や疾病予防・重症化予防を推進し、自主的な

健康づくりと生活の質の向上を図ります。 
■新興感染症から市民の命や健康を守る取組を推進します。　　 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

誰もが安心して暮らせる保健・医療が充実したま

ちづくり

4-1 健康づくり・地域医療
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■主要な施策 
▶ 健康づくりの周知・啓発 
▶母子保健の充実 
F妊娠期からの「切れ目のない支援」を実施するため、妊産婦・こどもの成長発達に応じた健 

康診査、健康教育・相談、訪問指導等を実施し、健康の保持増進を図る。 
▶歯科保健の推進 
Fすべての住民の口腔の健康を保ち、健康増進とＱＯＬの向上を図る。　　　 

▶精神保健の推進 
F市民のメンタルヘルス向上のための支援や自殺予防対策の周知啓発を図る。 

 
 

 

　 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

歯周病検診受診率　　　　    　 　　11.7%           11.5%　　 　　　11.8% 
 

指標の説明 
　　20 歳から 70 歳まで（2023 年度までは 40 歳から 60 歳まで）の節目対象者のうち歯周病検 
　　診を受診した人の割合 
　　口腔ケアの推進につながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　歯周病検診の受診者数の増加を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、健康増進やＱＯＬの向上に寄与 
 

 
 

 
■主要な施策 
▶健康の保持・増進と疾病の重症化予防  
F健康教育・相談、特定健診、がん検診の実施や疾病・重症化予防のための保健指導を実施 

する。 
▶高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施  
▶医師確保対策事業及び救急医療体制の維持・充実 
F阿南地域医療教育センター事業を支援し、将来の地域医療を担う若手医師の育成による医 

師確保と救急医療体制の維持・充実を図る。 
▶がん患者に対する生活支援 
Fがん患者への医療用ウィッグや乳房補正具等の助成により社会生活の継続を支援する。 

 

重点テーマ・主要な施策

体と心の健康づくりの推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

健康の保持・増進と健康寿命の延伸重点テーマ２
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

特定保健指導実施率　　　　　　　　　79.4%           84.7%　　  　　　88% 
 

指標の説明 
　　阿南市国民健康保険特定保健指導対象者に対する保健指導の実施率 
　　対象者への保健指導が生活習慣の改善や生活習慣病予防につながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　保健指導実施率の５ポイント上昇を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、生活習慣の改善や生活習慣病予防を促し、健康の保持・増進、健康寿命の 

延伸に寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
医師確保数　　　　    　　　　　　　  3 人           　９人　 　　　　　９人 
 

指標の説明 
　　阿南地域医療教育センターの教授等医師数 
　　地域医療を担う医師の確保及び技術向上が図られることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　地域医療提供体制を確保することを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、救急医療体制の整備と高度医療の提供に寄与 
 
 

 

 

 
●阿南市地域福祉計画　          

　●阿南市健康増進計画 
●阿南市自殺対策計画 
●保健事業実施計画（データヘルス計画） 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■社会構造の変容により地域住民が抱える課題は複雑化・複合化し、既存の支援体制では対応で

きない支援ニーズを抱える世帯が増加していることから、きめ細やかな支援を届けるため、支

援関係機関等の連携体制を強化する必要があります。 
■ひきこもり状態にある方など、制度の狭間にいる方のニーズを把握し、オーダーメイド型の伴

走支援を提供する体制の整備が必要です。 
■高齢や障がいにより、判断能力の不十分な状態になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし

続けられる地域社会の実現が求められています。 
■社会から孤立し、生きづらさを抱える人が増加しており、再び地域の中で生きがいを持って活

躍できるようにサポートする体制づくりが求められています。 

■地域とのつながりの希薄化により、地域活動の担い手が不足し、住民同士の支え合いの体制が

衰退する中で、単身高齢者や障がい者等を地域で支え合うことができる体制づくりが求められ

ています。また、今後予測される発災時においても、助け合うことができる地域づくりの取組

を推進することが必要です。 

 

 
 

■住み慣れた地域の中で、地域住民が互いにつながり、支え合い、すべての人が自分らしく生き

がいを持って安心して暮らすことができる「地域共生社会」の実現を目指します。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

地域で助け合いつながり合って住み続けられるま

ちづくり

4-２ 地域福祉
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■主要な施策 
▶相談支援ネットワークの構築による相談支援体制の強化 
F多機関・多職種がつながる相談支援ネットワークを構築し、誰一人取り残さない支援体制 

を整備する。 
▶制度の狭間の課題に対する相談支援体制の充実 
Fひきこもり状態にある者など、自ら支援を求める声を発することができない人が相談支援 

につながる体制を構築する。 
▶権利擁護支援の推進 
F成年後見制度の周知・啓発と利用の促進を図り、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを継 

続できるよう社会全体の支え合いの体制を整備する。 
 

 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
地域まるごと支援会議　　　     　　　－　　　   　　　61 回　  　　　　100 回 
延べ実施回数（年間）　　　　 　 
指標の説明 

　　複雑化・複合化した課題を持つ地域住民に対するチーム支援を行うために実施する地域まるごと 
支援会議の延べ回数（年間） 
個々のニーズに対し、チームとして対応した実績として、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　相談支援につながりにくい地域住民の福祉の向上を図るとともに、支援者の負担軽減を目指し、 

目標値を設定 
この目標達成により、誰一人取り残さない支援体制の整備に寄与 

 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

徳島家庭裁判所阿南支部における   　　22 件　　  　　　32 件　　  　　　40 件 
後見等開始審判の件数（年間）　　　　　 　　        
指標の説明 

　　徳島家庭裁判所阿南支部における後見等開始審判の件数（年間） 
　　成年後見制度の利用につながった件数として、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　権利擁護支援が必要な人が制度につながり、成年後見制度の利用が促進されることを目指し、目 

標値を設定 
この目標達成により、判断能力が不十分な状態にあっても住み慣れた地域社会で生活できる体制 
整備に寄与 
 
 

重点テーマ・主要な施策

誰一人取り残さない包括的支援体制の整備重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶生きがいを持って社会参加できる支援体制の推進 
▶多様な主体による地域貢献活動の推進　　　　　　　　　　　  
▶多様な居場所の整備 
F分野・属性を問わない多様な居場所や交流の場を整備する。 

▶安心な暮らしのための地域の担い手育成 
F地域の担い手を育成し、共助の仕組みづくりを推進する。 

▶「こども食堂」の活動推進 
　F地域住民が主体となって展開する「こども食堂」の活動を支援し、地域コミュニティの強 

化を推進する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

参加支援プランの策定件数　　    　　　－            　１件　　　  　　　５件 
（年間） 
指標の説明 

　　地域まるごと支援会議における参加支援プランの策定件数 
　　本人の状態に合わせたプランの策定件数として、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　社会とのつながりが希薄な人が一歩ずつ社会参加に向かっていくことを目指し、目標値を設定 

この目標達成により、地域社会とのつながりの構築に寄与 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
阿南市こども食堂登録箇所数　 　　　　 ー 　          7 箇所　　　   　 21 箇所 
 

指標の説明 
　　市に登録するこども食堂の数 
　　こども食堂を地域コミュニティと位置づけ、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　小学校区に１箇所以上のこども食堂を設置し、地域の拠点に参画する地域住民を増やすことを目 

指し、目標値を設定 
この目標達成により、地域住民の地域とのつながりの形成に寄与 
 
 

 

 

 
●阿南市地域福祉計画 
●阿南市成年後見制度利用促進基本計画 

 

つながり支え合える地域づくりの推進重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

 

関連する個別計画
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■基幹相談支援センターを設置し、障がいの種別や各種のニーズに対応できる総合的な相談支援

や専門的な相談支援を実施するとともに、地域の相談支援体制の強化を図る必要があります。 
■障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」

を見据えた支援体制の整備が求められています。 
■障がいの有無にかかわらず、相互の人格と個性を尊重し合いながら暮らせる社会を実現するた

め、障がい者への理解を深めるための啓発活動の推進と交流の場の拡充が求められています。 
■近年の大災害においては、多くの障がい者が犠牲となっており、発災時を見据えた支援体制の

整備が急務となっています。 

 

 
 

■地域における障がい者の相談支援の中核的な役割を担う基幹相談支援センターを設置し、地域

の相談支援体制の強化を図るとともに、自立支援協議会の中心的役割を担うことにより、関係

機関同士のネットワークの形成を通じた共生の地域づくりを推進します。　　 
■社会的障壁を取り除き、障がいの有無にかかわらず、すべての市民が相互に人格と個性を尊重

しながら支え合い、共に生きる地域社会の実現を目指します。 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

障がいの有無にかかわらず支えあい尊重し合うま

ちづくり

4-３ 障がい者福祉
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■主要な施策 
▶相談支援体制の充実 
F基幹相談支援センターを設置し、委託相談支援事業所の機能が十分に発揮できる体制を整 

備する。 
▶地域生活拠点等の推進 
F障がい者が地域で安心して暮らせるよう、地域生活支援拠点の整備を推進する。 

▶自立支援協議会の充実 
F相談事例の集積・共有や相談支援事業所などの事業者間の連携強化を図る。 

▶多様な居場所の整備（再掲） 
 

 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
委託相談支援事業所の相談　　　　　　　－　　　　　　　　－　　  　　　  300 件 
受付件数（年間）　 　 
指標の説明 
 障がい者やその保護者等からの相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のために必要な援助 

等を行った実件数（年間） 
 在宅で生活している障がい者に対して、適切な援助を実施することが重要であることから、こ 

の指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　福祉サービスの利用援助、社会資源を活用するための支援、社会生活力を高めることを目指し、 

目標値を設定 
    この目標達成により、障がい者が安心した日常生活や社会生活を送ることに寄与 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

地域生活支援拠点等登録　  　　　　　　－　　　 　　　９事業所　　  　　20 事業所 
事業所数　　　　 　 
指標の説明 

　　地域生活支援拠点等の機能を担う事業所として登録した事業所数（累計） 
　　地域の事業所が機能を分担して面的な支援を行う「面的整備型」による体制の整備を表すこと 

から、この指標を選定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　既存の社会資源をつなぐネットワークを強化し、各機関で役割を担う体制整備を目指し、目標 

値を設定 
　　この目標達成により、障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた支援体制の整備に 

寄与 
 

重点テーマ・主要な施策

　　　　　障がい者が自分らしく暮らせる支援体制の構築重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶ユニバーサルデザイン等の普及 
▶手話言語の普及・障がいの特性に応じた意思疎通手段の利用の促進 
　F職員の育成や ICT の活用検討などもあわせて促進等に取り組む。 
▶障がいのある人への災害対策支援 
Fあらゆる災害を想定した多重の備えが必要であるとの認識のもと、災害対策の取組を推進 

する。 
　　▶障がい者（児）の移動手段の確保 
　　　F障がい者（児）に対し、外出のための支援を行うことにより、住み慣れた地域社会の中で引 

き続き生活できるよう支援する。 
 

 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

手話奉仕員養成研修受講者数　　　　　　ー　　　  　　　14 人　　 　　　　15 人 
（年間） 
指標の説明 

手話奉仕員養成研修の受講者数 
手話奉仕員の養成者数の増加を目指すことが必要であることから、この指標を設定 

　　設定の考え方/得られる効果 
　　聴覚に障がいのある人に対する手話奉仕員の増加を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、手話奉仕員を派遣し、円滑なコミュニケーションを図ることにより、自立 

と社会参加の促進に寄与 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
医療的ケア児の個別避難　　     　　  　ー　　　  　　16.6％　　  　　　100% 
計画策定割合 
指標の説明 

医療的ケアを受けることが不可欠である児童（徳島県医療的ケア児等支援センターから報告）の 
個別避難計画の策定割合 
医療的ケア児に対しては、個別の避難支援が必要であることから、この指標を選定 

　　設定の考え方/得られる効果 
　　地域防災の担い手だけでなく、福祉専門職や地域の医療・看護・福祉などの職種団体等、さまざ 

まな関係者と連携を図ることを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、医療的ケア児やその家族の安全･安心の生活に寄与 
 

 
 

 

 
●阿南市障がい福祉計画・阿南市障がい児福祉計画　　　　　　●阿南市地域防災計画 
●阿南市地域福祉計画 

障がい者が安心して暮らせる環境の整備重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■地域とのつながりの希薄化による高齢者の孤独・孤立が問題となっており、通いの場や地域活

動等への社会参加が求められています。また、高齢者の「通いの場」が日常の見守りや災害時

等に地域で支え合う基盤となり得ることから、こうした「通いの場」を多世代交流の場へと展

開し、平時から多世代異年齢交流の拠点づくりを推進する必要があります。 
■高齢化の進展や団塊の世代が後期高齢に移行していくことに伴って、要介護高齢者の増加や介

護期間の長期化による保険給付の増加が見込まれる中、公平かつ公正な審査・判定を行い、要

介護認定の適正化を図る必要があります。一方で、医療・介護を担う専門職の確保がより一層

困難な状況となっています。 
■我が国の認知症高齢者数は、令和７年に６５歳以上の高齢者の５人に１人が認知症になると見

込まれています。こうした状況の中、認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地

域で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指すため、認知症施策を総合的かつ

計画的に推進していく必要があります。 
■要介護者等の「自立支援・重度化防止」に資するための適切なケアマネジメントの考え方等基

本的事項について、介護支援専門員と共通認識を図る必要があります。 
　

 
 

■地域の高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生活を営むことができるよう、地域

で暮らす高齢者を取り巻くニーズや課題を把握し、医療、介護、介護予防、住まい及び日常生

活の支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を推進します。 
■高齢者の興味や関心に応じた介護予防教室の開催や身近な地域で社会参加できる「通いの場」

の充実を図る等により、高齢者の社会参加の促進と地域で支え合える地域づくりを推進します。 
■認知症になっても、周囲や地域の理解と協力の下、認知症の人やその家族が希望を持って前向

きに生活を送り、自分の力を生かしていくことで、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける

ことができる地域社会を目指します。 
■医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生

の最期まで続けることができるよう、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築に向け、

地域の医療・介護の関係機関との連携を強化し、関係者の資質の向上を目指した取組を推進し

ます。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

高齢者の暮らしと生きがいを共に創るまちづくり

4-4 高齢者福祉



11 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶介護予防施策の強化 
F高齢者が健康でいきいきと暮らし続けられるよう、高齢者が主体的に介護予防に取り組み、 

人と人のつながりにより支え合う地域づくりを推進するともに、高齢者ニーズに即した介 
護予防施策を展開する。 

▶高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 
F医療・介護のデータを活用し、フレイル状態にある対象者を把握し、一人ひとりに対し、介 

護予防活動につなげる事業の強化を図る。 
▶高齢者の外出支援 
F高齢者バス乗車券・福祉特定回数乗船券の交付事業や高齢者タクシー利用助成事業の実施 

により、高齢者の外出を支援し、社会参加を促進する。 
▶高齢者の社会参加の促進 
F高齢者がこれまでの人生の中で培ってきた知識や経験、技術を生かし、生きがいを持って 

積極的に社会活動に参加できる環境を整備する。また、高齢者が地域で抱える課題を解決 
する「地域社会の主役」として活躍できる環境づくりを目指す。 

▶多様な居場所の整備（再掲） 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　「通いの場」のグループ数            139 グループ 　　126 グループ  　 135 グループ 
 

指標の説明 
住民主体の「通いの場」であるいきいき１００歳体操及び「あななんサロン」の実施グループ数 
高齢者が地域の中で自発的に取り組むことができる「通いの場」が高齢者の孤独・孤立の解消、 
健康保持及び介護予防につながることから、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
　　市内全域で高齢者が容易に通える範囲に「通いの場」の拡充し、地域の支え合い体制の構築を目 

指し、目標値を設定 
　  この目標達成により、地域の「通いの場」を核とした多世代異年齢交流の拠点づくりに寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

高齢者の社会参加の促進による地域づくり重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶地域包括支援センターの機能強化 
F地域の高齢者等に対するきめ細かな対応と適切な支援の提供体制を強化し、地域包括支援 
センター間の質の平準化及び質の向上を目指す。　　　 

▶買い物支援等生活支援サービスの充実 
F高齢者が住み慣れた地域で安心した生活を送ることができるよう、買い物支援、家事援助 

や見守り、外出支援といった高齢者ニーズに即した生活支援サービスの充実を図る。 
▶身寄りのない高齢者への支援 
F身寄りのない高齢者の方の様々な課題（病院への入院、介護施設等への入所手続、日常の金 

銭管理等）に対応するため、関係機関と連携した支援体制を構築する。また、成年後見制度 
の利用、たまて箱、アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の普及啓発を図る。 

▶切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築 
F医療、介護の専門職等が連携し、一人ひとりの状況に応じた必要なケアを一体的に提供す 

ることができる体制の構築を目指す。 
▶認知症の人や家族の居場所の充実 
F認知症の人とその家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、カフェのようなリラックス 

した場所で認知症について気軽に意見交換できる場である「認知症カフェ（オレンジカフ 
ェ）」の各地域での実施に向け取り組む。 

▶認知症に理解のある共生社会の実現 
F認知症に関する正しい知識と理解を深めるための普及・啓発に取り組むとともに、認知症 

になっても支えられる側だけでなく、支える側として役割と生きがいを持って生活できる 
環境づくりを推進する。 

▶認知症への備えと社会参加 
F一般介護予防事業を推進し、積極的な社会参加の促進を図るとともに、各圏域における認 

知症カフェの実施に取り組む。 
▶適切な介護保険サービスの充実と強化 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

認知症カフェ（オレンジカフェ）　　  ５箇所　　 　　　８箇所　　 　　　10 箇所 
の設置数 
指標の説明 

　　誰もが気軽に参加できる「オレンジカフェ」の設置数 
認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる地域共生社会の実現を目指すため、この指 
標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　各地区にオレンジカフェを設置することを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、オレンジカフェが各地域に設置され、孤立することなく、住み慣れた地 

域で自分らしく暮し続けることのできる社会の実現に寄与 
 
 

地域包括ケアシステムの深化・推進重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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●阿南市高齢者福祉計画・阿南市介護保険事業計画・阿南市認知症施策推進計画 
●阿南市地域福祉計画 

 

関連する個別計画
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■国民健康保険制度は、高齢者や低所得者などの加入割合が増加するという構造的な問題を抱え

ており、また、被保険者の高齢化や医療の高度化に伴い医療費の増加が見込まれていることか

ら、今後も市民の健康づくりと医療費の適正化を図る取組が求められています。 
■後期高齢者医療制度は、被保険者の増加に伴い、医療費の増加が見込まれるため、世代間・世

代内負担の公平化を図るとともに、適正な制度運営が求められています。 
■国民年金制度は、老後の生活などを経済的に支える重要な役割を果たしているため、市民一人

一人の年金受給権を確保することが必要です。 
■高齢者や障がい者、その他就労に向けた課題を多く抱える生活保護受給者の意向や希望を十分

に確認し、本人の状態に応じた適切な就労活動が行えるように支援を行う必要があります。ま

た、本人の特性を踏まえた職を選択する、企業とのミスマッチを防ぐなど、就労後の定着支援

についても有効的に行うことも必要です。 
　

 
 

■国民皆保険の重要な役割を担う制度として、国民健康保険の健全な運営に努め、また後期高齢

者医療制度では、徳島県後期高齢者医療広域連合と役割分担しながら、適正な運営に努めます。

国民年金制度では、老後の安定した生活を支えるため、制度の周知・啓発に取り組みます。 
■生活保護制度によって、生活に困窮するすべての住民に対して必要な保護を行い、最低限度の

生活を保障するとともに、生活保護受給者の自立助長を図ります。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

誰もが健やかでいきいきと暮らせるまちづくり

4-５ 社会保障
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■主要な施策 
▶国民健康保険被保険者の資格適用の適正化 
▶国民健康保険及び後期高齢者医療制度における医療費の適正化 
▶保健事業の充実 
F国民健康保険加入者の人間ドック費用の助成や特定健康診査を実施し、健康状態の把握に 

努める。 
▶重症化予防の取組 
　F特定健康診査の結果から、糖尿病性腎症・虚血性心疾患・脳血管疾患の予防を目的とした保 

健指導や二次検査（頸部エコー検査等）を実施し、重症化予防に努める。 
▶年金受給権の確保　　　　　　 
 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　国民健康保険加入者における　　    　　33.5%　 　　　　40.1%　 　　　　45.1% 
特定健康診査受診率    

指標の説明 
40～74 歳までを対象とした特定健康診査を受けた人の割合 
糖尿病など生活習慣病の早期発見・早期対策につながることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 国民健康保険加入者の特定健康診査受診率の上昇を目指し、目標値を設定 
   この目標達成により、健康寿命の延伸や医療費の適正化に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

社会保険制度の適正な運用、国民年金制度の啓発重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶被保護者就労支援 
Fハローワーク等と連携し生活保護受給者の求職活動の支援や就労後の状況確認等を行い、 

対象者の生活の安定につなげる。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

就労により生活保護から　    　　　　7 世帯　　  　　　8 世帯　　 　　　10 世帯 
脱却した世帯数（年間） 
指標の説明 

　　被保護者就労支援により生活保護から脱却した世帯数（年間） 
　　就労により自立し将来的な生活保護脱却を目指すことが生活保護制度の主旨においても重要で 

あることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　被保護者の自立を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、被保護者それぞれに適した就労による自立した生活に寄与 
 

 

 

 

 
●保健事業実施計画（データヘルス計画） 
●阿南市地域福祉計画 
 

 

生活保護受給世帯の自立支援重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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６-1　人権 

 

 
 

■現代社会では、デジタル領域の進化に伴って、SNS やインターネット上での人権侵害やハラス

メント問題が増加し、生命をも脅かす社会問題となっており、人権問題をめぐる状況はますま

す複雑かつ多様な形態に発展しています。 
■本市においては、同和問題講演会、人権教育研究大会、人権フェスティバル、人権教育・啓発市

民講座など、人権教育・啓発に関する講演会等を実施し、人権問題を主体的に考え解決してい

く人材の育成と、人権意識の高揚を図っています。 
■性の多様性に対する誤った認識や偏見により、周囲の人に理解が得られないなど、学校・職場・

地域等で生きづらさを感じている人がいます。性の区分を前提とした社会制度や制度上の制約

など、さまざまな問題の解消に向けた取組を推進していく必要があります。 
　

 
 

■「阿南市人権尊重のまちづくり条例」に基づき、同和問題をはじめとするあらゆる差別の撤廃

と、市民一人一人が互いの人権と多様性を尊重し認め合う、安全・安心に暮らせるまちづくり

を推進します。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

誰もがお互いの人権と多様性を尊重し認め合うまちづくり

4-6 人権・男女共同参画
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■主要な施策 
▶市民一人一人の人権意識の高揚 
F講演会等を開催による人権意識の高揚を図るとともに、インターネット上の差別書込みを 

監視・削除する体制を整備する。 
▶家庭・学校・地域の連携と人権教育の推進 
　F家庭・学校・地域の連携をさらに強化し、人権について正しく理解し具体的な行動へ結び 

つけていく力を養う。 
▶性の多様性への理解促進とダイバーシティ社会の実現 
　F多様性を認め合い、すべての人の人権が尊重される明るく住みよい社会の実現に向け、周 

知啓発を行う。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　人権教育・啓発のための講演会、　     1,805 人　　  　　1,341 人　 　　　1,805 人 
研究大会等の参加延べ人数   

指標の説明 
講演会、研究大会等の参加延べ人数 
参加人数の増加が市民の人権意識の向上と人権教育・啓発の推進につながることから、この指 
標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
新型コロナウイルスの影響等による参加者の減少からの回復を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、市民の人権意識の高揚に寄与 

 
 

重点テーマ・主要な施策

人権尊重のまちづくりの総合的推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶人権学習・啓発活動の充実 
F同和問題をはじめさまざまな人権問題の解決のため、隣保館や教育集会所を拠点に、人権 
　教育・啓発活動を推進し、人権意識の向上を図る。 

▶人権問題の解決に向けての支援の充実 
　F相談事業の推進等により、地域住民の相談等に適切に対応・支援できるよう努める。 
 
 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

隣保館における人権学習・　    　　　90 講座　　  　　56 講座　　　　　 90 講座 
啓発活動の講座数（年間） 
指標の説明 

　　隣保館において開催される人権学習・啓発活動の講座数（年間） 
　　人権に関する地域住民の理解を深めるため、日常生活に根ざした啓発・広報活動を行うため、こ 

の指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　人口減少及び高齢化により参加者が減少している中で講座数を維持することを目指し、目標値を 

設定 
この目標値達成により、地域住民の人権課題意識の向上に寄与 
 

 

 

 

●データヘルス計画 
●阿南市人権施策基本方針 
●阿南市教育振興基本計画 
●阿南市男女共同参画基本計画 
●阿南市女性活躍推進基本計画 
●阿南市ＤＶ防止基本計画 
●阿南市困難女性支援基本計画 

 

人権問題を解決するための地域活動の充実重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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６-２　男女共同参画 

 

 
 

■男女の性別役割分担意識はいまだ根強く、家事、育児、介護などの家庭における労働の大半を

どちらか一方のみが担う状況は、個々の生活への負担となり得ることは否めません。 
■家庭と仕事の両立（ワーク・ライフ・バランス）が男女共に当たり前となる意識改革が必要で

す。 
■困難な問題を抱える女性にとって最も身近な相談先としての役割を果たすとともに、包括的支

援の実施や関係機関へのつなぎ等の実施に向け、連携体制の構築と施策の周知が必要です。 
　

 
 

■阿南市男女共同参画推進条例に基づく「阿南市男女共同参画基本計画」の理念の下、男女が互

いにその人権を尊重し、その個性と能力を十分に発揮しながら、社会のあらゆる分野において

共に参画できる男女共同参画社会・ジェンダー平等社会の実現を目指します。 
■政策や方針決定過程への女性の参画拡大を促進するとともに、ダイバーシティ社会の実現や男

女共同参画を推進するリーダーの育成と女性のエンパワーメント促進に努めます。 
■女性に対する暴力をはじめ、すべての暴力根絶のための意識づくりに努め、相談・支援体制の

更なる充実により、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを目指します。 

 

現状と課題

基本的な方向性
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■主要な施策 
▶男女共同参画・ジェンダー平等の意識づくりの推進 
F男女共同参画社会の実現に向けた施策を推進し、男女共同参画及びジェンダー平等に関す 

る意識啓発を図る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019)　 　現状(2023)     目標(2028) 

　「社会全体」における男女の   　  　  　11.4%　 　　　　12.9%　 　　　　50% 
平等意識について「平等」と　　　　（2017 年度）　　（2022 年度） 
考えている市民の割合   
指標の説明 

市民意識調査実施（5 年ごと）による集計結果 
男女共同参画に関する市民の意識を今後の施策に生かすため、この指標を選定 

　  設定の考え方/得られる効果 
　 男女平等意識の向上を目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、男女共同参画社会の実現に寄与 
 
 
　 

 
■主要な施策 
▶女性活躍推進に向けた人材の育成 
Fジェンダー平等の視点を持った人材を育成し、あらゆる分野への女性の参画を推進する。 

 
 
 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

市の附属機関（各種審議会等）        33.3%　　 　　　33.7%　  　　　　35% 
における女性委員比率 
指標の説明 

　　地方自治法（第 202 条の 3）に基づく審議会等の女性委員比率 
  　第４次阿南市男女共同参画基本計画における数値目標であることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　市の附属機関（各種審議会等）における女性の参画拡大を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、女性のエンパワーメント促進とジェンダー平等に寄与 
 

重点テーマ・主要な施策

男女共同参画社会・ジェンダー平等の実現重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

女性の政策・方針決定過程への参画重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶ＤＶをはじめとする性暴力、性差別の防止に関する意識啓発及び相談支援等の周知 
F配偶者暴力相談支援センター機能における DV 被害者の相談支援や困難な問題を抱える女性 

の相談支援に関する周知・啓発を行う。 
▶関係機関との連携強化による相談・支援体制の構築 
F市民にとって最も身近な相談先としての役割を果たし、必要な支援の包括的な提供、関係 

機関へのつなぎ等を実施する。 
 

 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　相談支援等に関する周知・　　　    　　　ー　　　 　　　　ー　　   　　　　４回 
啓発記事の掲載（広報あなん、 
市ホームページ）   

指標の説明 
相談窓口及び法制度に関する周知・啓発記事の掲載回数 
広報・ホームページ等への掲載により市民への周知が図られることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 市民に対する相談支援の周知機会を増やすことを目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、ＤＶ被害、困り事等を抱える女性が安心して暮らせる環境整備に寄与 
 

 

 

●データヘルス計画 
●阿南市男女共同参画基本計画 
●阿南市女性活躍推進基本計画 
●阿南市ＤＶ防止基本計画 
●阿南市困難女性支援基本計画 
●阿南市人権施策基本方針 
●阿南市教育振興基本計画 

関連する個別計画

困難な問題を抱える女性への支援重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）



 

 

基本政策５ 

「歴史・文化とスポーツでにぎわう阿南」の創生 

～地域の誇りが交流を生むまちに～

 
まちづくり分野

総合戦略 

分野
 5-1　スポーツ ···········································   1

まち 

ひと 

しごと

 5-2　生涯学習 ···········································  3
 5-3　歴史・文化 ········································  8
 5-4　公園・緑化 ········································11
 5-5　観光 ··················································14
 5-6　交流 ··················································17
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■市民の誰もが参画できるスポーツ社会の実現に向け、スポーツを「する」だけでなく、「みる」

「ささえる」を含めたさまざまな方向からスポーツへの参画を図るとともに、ライフスタイル

に応じた多様なニーズに応えるため、的確な情報を提供することが求められています。 
■少子化や遊びの多様化により、スポーツをするこどもの数が減少傾向にあります。 
■幼児期からスポーツに親しむ機会をつくり、スポーツへの関心を高め、こどものスポーツ離れ

の解消やスポーツ人口の底辺拡大を図り、こどもの体力向上から生涯スポーツの普及へとつな

げていく必要があります。 

 

 

 
 

■「阿南市スポーツ振興計画」に基づき、年齢や性別を問わず、誰もが身近にスポーツに親しむ

ことができるよう計画的なスポーツ環境・施設の整備促進や指導者の育成・充実を図るととも

にこどものスポーツ人口の拡大を進めます。 
■B&G 海洋センター等の施設を活用した、SUP をはじめとする海洋スポーツの体験や学習、屋

内多目的施設「あななんアリーナ」等を活用したベースボール型スポーツなど、本市の特色を

生かした取組により、生涯スポーツを推進し、達成感や成功体験を得ることによる自己肯定感

を育むとともに地域の自然に愛着を持てる豊かな心を醸成します。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

生涯スポーツによるいきいきと暮らせるまちづくり

5-１ スポーツ
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■主要な施策 
▶スポーツに関する幅広い情報提供の推進 
▶スポーツ指導者の育成と確保 
F地域のスポーツニーズを反映するため、スポーツ推進委員のスキル向上と積極的活用を図 

る。 
▶スポーツ環境・施設の整備促進 
F市内体育施設の適切な維持管理を行うとともに、照明設備の LED 化や再生可能エネルギー 

設備の導入を推進する。 
▶こどものスポーツ体験活動の推進 
▶スポーツをする機会の提供 
F全ての市民が気軽にスポーツに親しむ機会の提供や施設利用料の負担軽減などの環境づく 

りに努める。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

総合型地域スポーツクラブ　　　　　　450 人    　     348 人　 　　　　450 人 
の会員数　　　　　　　 
指標の説明 

　　総合型地域スポーツクラブの会員数 
　　日常的にスポーツに親しみ、健康で生きがいを持った生活につながることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　より多くの市民がスポーツに関われるよう、目標を設定 
　　この目標達成により、市民が生きがいを見つけ、健康で豊かな生活を実現することに寄与 
　 

 

 

 

 
●阿南市スポーツ振興計画 
●阿南市教育振興基本計画 

 

 

重点テーマ・主要な施策

生涯スポーツ振興と地域スポーツ振興の推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■こどもから高齢者までのあらゆる市民が、地域社会の中で豊かな人生を送るため、さまざまな

学びや体験、共に学び合い交流する機会の充実が求められています。また、多様なニーズに対

応し、幼年期から高齢期までのそれぞれのライフステージに応じた学習活動を支援することに

より、市民一人一人の意欲・意識の醸成を図ることが求められています 
■各種講座、イベント等は開催されているものの、参加者の減少、固定化が課題となっています。

多様なニーズに応じた生涯学習活動の展開とネットワークづくり、また、学んだことを地域で

の活動に生かす人材の育成が必要となっています。 
■図書館は市民の身近な読書・学習の場として親しまれていますが、多様な市民のニーズや社会

状況の変化等に対応し、より多くの利用を図る取組が必要です。 
■令和３年に阿南図書館が休止し、現在は那賀川・羽ノ浦図書館と市役所図書館カウンターでサ

ービスを提供していますが、資料保存スペースの不足が顕著であり、また那賀川図書館は施設

の老朽化による修繕の必要性が高まっています。 
■科学センターでは、市内の小学 3 年生から 6 年生及び中学 3 年生を対象に、年間約 100 日を

かけて「科学センター理科学習」を実施しています。また一般の方を対象に「おもしろ科学実

験」をはじめ、「わくわく科学工作」や「夜間天体観望会」のほか、流星群や日食・月食など天

文現象に合わせて「特別天体観望会」も実施しています。 

 

 
 

■知識基盤社会の進展を見据え、あらゆる世代が生涯を通じて能力を高め、生きがいを見出し､主

体的な学習意欲を持つよう、時流に適応する環境整備とリーダーの育成を中心とした生涯学習

活動の活性化に努めます。また、社会教育施設の有効利用を図るため、計画的に老朽化対策に

取り組み､施設の省エネ化、脱炭素化を図るとともに、利便性の高い学習環境の維持更新に努め

ます。 
■市民ニーズの反映に努めつつ、人的ネットワーク・施設間ネットワーク・関係機関ネットワー

クをより活用し、市民の主体的な学習活動を支援する取組や社会人の学び直しを支援するため

の「リカレント教育」を推進します。 
■長寿化社会の中で、学んだ成果を地域社会で生かす「新しい公共」の視点に立った学習の在り

方を構築するため、さまざまな学習機関を支援し、少子高齢化、国際化、高度情報化など多様

な社会変化やライフスタイルに対応できる人材を育成し、生涯学習社会の実現を目指します。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

生涯活躍できる力を地域と共に育むまちづくり

5-2 生涯学習



4 

■市民が気軽に読書相談やレファレンスサービスを利用できる環境を整え、図書館の利用を促進

するとともに、読書推進活動や学びを支えるネットワークの構築に取り組みます。 
■こどもから大人まで全ての市民の生涯学習を支える拠点として、幅広く充実した資料を収集す

るとともに、誰もが思い思いの豊かな時間を過ごす居心地の良い空間を提供することを目指し、

阿南中央図書館（仮称）の整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶公民館活動の推進 
F住民のニーズや地域・各世代の実情に応じた幅広い分野にわたる講座・教室の提供とサー 

クル活動の支援を図る。 
▶生涯学習情報の提供の拡充 
▶市民参加による生涯学習機会の推進 
Fニーズを反映した成人大学や生涯学習推進大会等を通じて、自然環境や歴史、防災知識や 

スキルを学び、生涯にわたり学び続ける機会を提供する。 
▶リカレント教育の推進 
F社会人の学習ニーズに対応し、専門性を生かした質の高い教育や学び直しの支援を行う。 

▶幅広い利用者層に対応した図書館サービスの展開 
▶多様な科学センター事業の推進 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

公民館の稼働率　　　　　　　　　　　13.8%　　　　　 14.8%　 　　　　30.0%         　 
 
指標の説明 

　　公民館自主事業や貸館などの公民館稼働率 
　　さまざまな学びや活動を行っている市民の割合を把握できることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　生涯学び続ける機会の提供を増やすことを目指し、目標値を設定 
　  この目標達成により、生きがいを見つけ自分らしさを発揮し豊かな生活を実現することに寄与 
 

 

 

 

重点テーマ・主要な施策

多様なニーズに応じた生涯学習活動の推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶公民館の適正な管理の推進 
F社会教育活動の拠点、地域の防災拠点として、市民が安心して利用できるよう適正に管理 

する。　　　　　 
▶社会教育施設の照明設備 LED 化の推進 
F2027 年末の蛍光ランプの製造禁止に備え、照明設備の LED 化に取り組み､施設の省エネ 

化、脱炭素化を図る。 
▶図書館サービスネットワークを通じた市民の読書・学習環境の向上 
▶市民への科学情報の提供 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

社会教育施設の照明設備　　　　　　　　　0% 　　　　　　　6.3% 　　　　　100% 
LED 化率　　　 
指標の説明 

　　社会教育施設ごとの LED 照明設備の整備率 
　　社会教育施設における LED 照明設備の整備状況を把握できるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　全ての照明設備の LED 化を目指し、目標値を設定 

教育環境の向上とともに、照明の使用電力を抑えることによる省エネ化・脱炭素化に寄与 
 

学びを支える環境整備重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶科学センター理科学習の充実 
F科学への興味・関心を持てるよう年齢層に応じたわかりやすい授業内容を実施する。 

▶地元企業及び団体とのネットワークの確立 
F地元企業や教育団体等と連携し、地域の理系人材の育成に努める。 

▶科学分野における学校支援の充実 
F市内小・中学校と連携し、理科教材教具等の貸出しや指導相談等の支援を行う。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　 　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

理科が好きと思う児童・　　　　    　　25%　　　　　　 46.02% 　   　　　50% 
生徒の割合      
指標の説明 

　　市内の全児童・生徒の内、理科が好きと答えた割合  
科学センターによって得られる効果を計ることができるため、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
各種事業の拡充により割合の増加を目指し、目標値を設定 
この目標達成により、理系人材の育成に寄与  

科学センターの有効活用と科学教育の推進重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶阿南中央図書館（仮称）の整備（再掲） 
F豊富な資料を収集・保存し提供する図書館機能と、多様な利用者ニーズに応える複合機能 

を一体的に整備する。 
　　▶官民連携の手法による図書館サービスの提供 

F地元書店や地域のプレーヤーと連携し、利用者の利便性の向上を図る。 
▶図書館資料の充実 
F幅広く豊富な資料を収集し、市民の高度で多様な学びを支える。 

▶図書館サービスの充実 
F多様な利用者層に応じた図書館サービスを提供し、市民の生涯学習・読書活動を推進する。 

 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

市民一人当たり貸出数　　　    　　　　8.4 冊    　　　　7.27 冊　 　　　　8.5 冊         　 
 

指標の説明 
　　総個人貸出冊数を市人口で割った数 

市民の図書館の利用状況を計る数値として、この指標に設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　幅広い図書・資料の充実により利用者の増加を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、こどもの読書活動の推進や市民交流の促進に寄与 
 

 

 

 

 
●阿南市教育振興基本計画 
●阿南市立新図書館基本計画 
●阿南市子どもの読書活動推進計画 
●阿南中央図書館（仮称）整備計画 
●阿南市立新図書館基本計画 

 

 

 

関連する個別計画

中央図書館を拠点とした図書館活動の推進重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■月日の経過とともに失われつつある文化遺産（古文書の史・資料）の調査収集・整理・管理・保

存に努めていますが、保存場所の確保に苦慮しています。 
■人口減少社会において、文化施設の有効な利用方針の明確化が必要です。 
■文化財調査・整理・保存の多くが滞っている現状から、早急に新たな人員体制の確立が必要で

す。 
■国指定史跡を含めた文化財を通して、ふるさとの歴史や文化を学べる拠点づくりが必要です。 

 

 

 
 

■豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造に向け、市民参画、市民主導による文化芸術活動を

一層促進していくとともに、文化財を後世に確実に継承するための調査・管理・保存・整備及

び積極的な情報発信、活用に努めます。 

 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

文化芸術活動が活発で歴史・文化資源を生かしたまちづくり

5-3 歴史・文化
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■主要な施策 
▶文化施設の適切な維持管理と整備 
F指定管理による運営と施設の長寿命化により文化活動の拠点としての機能維持を図る。 

▶優れた文化芸術の鑑賞や発表の機会の充実 
▶市民参画、市民主導の文化芸術活動の促進 
F指定管理者や団体個人による各種文化教室の開催により、市民の生きがいづくりを支援す 

る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

文化会館の稼働率　　　  　　　　　　37.7% 　　  　　37.8% 　  　　　　50%         　 
 

指標の説明 
　  毎月の利用件数／利用可能件数の年間平均 

施設の運営効率や活用度を示す重要な指標となるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　2023 年度の実績 37.8％を踏まえ、年間２％の増加を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、市民が生きがいを見つけ豊かな生活を実現することに寄与 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
情報文化センターの稼働率   　　　　45.4%   　  　　　39.6% 　  　　　　60%         　 
 

指標の説明 
　 毎月の利用件数／利用可能件数の年間平均 

施設の運営効率や活用度を示す重要な指標となるため、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　2023 年度の実績 39.6％を踏まえ、年間４％の増加を目指し、目標値を設定 

この目標達成により、市民が生きがいを見つけ豊かな生活を実現することに寄与 
 

重点テーマ・主要な施策

文化施設における文化芸術活動の推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶文化財の調査と適切な管理・保存及び情報発信 
F既知の文化財の知見のブラッシュアップと埋もれた文化財の調査やそれらの適切な管理、 

保存、情報発信により郷土への誇りの醸成を図る。 
▶国史跡若杉山辰砂採掘遺跡整備事業の促進及び積極的な公開活用 
F遺跡の整備と積極的な公開により人を呼び込む体制づくりとともに、郷土の歴史への関心 

を高める取組を実施する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

指定等文化財の保全・活用　　    　　　１団体 　 　　　　２団体　 　  　　　４団体 
団体数　　　  
指標の説明 

　　阿南市の指定等文化財の保全・活用団体数 
　　活用団体数から文化財保全活動の現状を客観的に把握することから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　2023 年度の実績２件を踏まえ、２年で１組の地域団体の増加を目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、自分たちの地域（歴史）は自分たちで守っていく意識高揚と地域共同体と 

してのきずなの強化に寄与 
 

 

 

 

 
●阿南市教育振興基本計画 
●史跡若杉山辰砂採掘遺跡保存活用計画 
●史跡若杉山辰砂採掘遺跡整備基本計画 

 

関連する個別計画

歴史・文化資源の調査・保存活用と継承重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■公園施設・遊具の老朽化が進む現状において、限られた財源の中、適切な維持補修・更新が厳

しく、遊具の利用禁止・撤去といった状況が発生しています。 
■安全で快適に過ごせる空間を提供する公園本来の機能を維持していくためには、公園施設長寿

命化計画に基づき、計画的に補修・更新を行っていくとともに、公園施設配置の適正化を進め

る必要があります。 

 

 
 

■こどもから高齢者まで、幅広い世代が集い、交流し、運動や遊びに親しみながら、ふれあい、心

の安らぎが得られる憩いの空間づくりのため、フェーズフリーの観点も考慮しつつ市民参画・

協働の下、公園、緑地施設の適切な整備・管理を行います。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

安全・安心で快適な緑の憩いの広場を提供するまちづくり

5-４ 公園・緑化



12 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶公園における防災機能の強化 
F公園は、立地条件に応じ避難場所として利用されることを想定して、施設更新時に防災機 

能の付加を検討する。 
▶公園の利用促進 
F多様なニーズに対応するため、公園機能の集約・再編・追加や民間活力の導入検討などに 

よる公園の魅力向上・利用促進を図る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　 　　　　  　　実績(2019) 　　現状(2023) 　  目標(2028) 

公園緑地で実施する   　   　　　　  23 件 　　　　 　33 件      　　　　40 件 
　イベントでの利用件数 

指標の説明 
　 公園緑地において開催するイベント行為の許可件数  

イベント開催数と公園利用者数の間には強い相関関係があることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　過去 4 年間の増加分を考慮し、目標値を設定 

この目標達成により、公園利用者の増加に寄与 
　 

 

重点テーマ・主要な施策

公園施設の整備重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶計画的な維持管理による公園施設の長寿命化 
▶市民との協働による公園の適正な管理 
F「維持管理協定」や「パークアドプト」制度を活用し、市民との協働による公園管理の定着 

を図る。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

公園の維持管理委託団体数　   　　　　31 団体 　　  　　 29 団体 　   　　  32 団体　 
 

指標の説明 
　　公園の通年的な維持管理に携わった団体数 
　　公園の維持管理協定団体が増加することは、市民参画・協働の推進となることから、この指標を 

設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　現在維持管理協定の締結に至っていない 3 公園を追加することを目指し、目標値を設定 
 この目標達成により、愛着を持った公園利用につながることに寄与 
　　 

 

 

 

 
●阿南市公園施設長寿命化計画 
●阿南市都市計画マスタープラン 

 

関連する個別計画

公園施設の維持管理重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■本市には、魅力あふれる自然や歴史、文化など観光資源が点在していますが、その魅力を観光

誘客に十分に生かせていないのが現状であり、これまでの課題である交通アクセスの利便性向

上と併せて、本市の魅力発信の強化に取り組む必要があります。また、徳島阿波踊り空港と香

港、韓国を結ぶ国際線定期便の運航開始により、インバウンドに向けた施策も重要となります。 
■国民的スポーツであり、本市でも生涯スポーツとして盛んに行われてきた「野球」をまちおこ

し策として捉え、野球大会の開催、野球観光ツアー、野球合宿の誘致等による県内外からの集

客により産業の振興及び地域の活性化に寄与しています。 
■本市の豊かな自然とスポーツを融合した新しい形の合宿・観光ツアーの実施や、市民の関心度

が高いイベント等を開催することで、交流人口の拡大や関係人口の創出・拡大を図る必要があ

ります。 

 

 
 

■室戸阿南海岸国定公園等の恵まれた自然やこの地で育まれた歴史、文化などを生かしながら、

体験・体感型観光プログラムの充実や観光ルートを確立するとともに、安全・安心で快適な「新

しい旅行スタイル」に沿った観光需要に応える受入環境の整備を促進し、阿南市観光協会をは

じめ、みなみ阿波観光局や南阿波定住自立圏などと連携しながら、本市の地域資源とマッチン

グした新たな観光開発及び情報発信の強化に取り組みます。 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

豊かな地域資源を生かした観光・スポーツツーリズムのまちづくり

5-５ 観光
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■主要な施策 
▶スポーツツーリズムによる産業振興、地域の活性化、交流、関係人口の創出・拡大 
F野球に特化したスポーツツーリズムの野球観光ツアーや、野球と地域の豊かな自然を活用 

したスポーツ合宿を行い県外からの集客を図る。 
▶本市ならではの海洋体験ツアー等体験型観光プログラム充実の支援 
F海水浴場の開設をはじめ、ＳＵＰや観光地引き網などの海洋体験型観光プログラムの充実 

を図る。 
 
 

 
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　 実績(2019) 　　現状(2023) 　  目標(2028) 
スポーツイベント等　　 　   　　 6,670 人   　　 　8,014 人 　  　　　9,000 人 
参加者数（延べ人数） 
指標の説明 

　 　野球観光ツアー、野球合宿、野球大会、ＳＵＰ体験会への参加延べ人数 
野球などの地域資源の活用による地域経済の活性化を目指し、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　 2023 年度までの実績を踏まえ、目標値を設定  

この目標達成により、地域の活性化及び交流・関係人口の創出拡大に寄与　 
 
 

＜指標名＞　　　　　　　　 　　実績(2019) 　　現状(2023) 　  目標(2028) 
スポーツツーリズムの　    　 　  80,000 千円  　　95,773 千円   　 100,000 千円 
経済効果額（年間） 
指標の説明 

　 　野球観光ツアーや野球合宿等の経済効果額（年間） 
地域経済への効果を計る指標として、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　 スポーツツーリズムによる地域経済の活性化を目指し、目標値を設定  

この目標達成により、地域の活性化及び交流・関係人口の創出拡大に寄与　 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点テーマ・主要な施策

地域資源を生かしたスポーツツーリズムの推進重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶みなみ阿波観光局、南阿波定住自立圏との連携強化 
F県南地域の魅力度向上を図り誘客につなげるため、みなみ阿波観光局、南阿波定住自立圏 

と連携・協力する。 
▶インバウンド誘致環境整備の促進 
F訪日観光客の利便性向上のため、多言語対応のホームページ整備や観光案内所、パンフレ 

ットの充実を図る。 
▶観光関連団体との連携・協力によるイベント等の開催 
F観光関連団体や商工会等と連携し、阿南の夏まつりや活竹祭などのイベントを開催するこ 

とで、地域振興を図る。 
▶自然や歴史、文化を生かした観光コースの造成・紹介 
▶特産品の磨上げや販路拡大 
▶Youtube やＳＮＳ等の積極的活用による本市の魅力発信の強化 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

観光客入込数（延べ人数）     　　　　641,893 人  　　712,964 人   　　750,000 人　 
 

指標の説明 
　　一定期間内に観光地を訪れた観光客の延べ人数 

観光客の動向を数値化できることから、この指標を設定 
　 設定の考え方/得られる効果 
　　市内の観光地への観光客の増加を目指し、目標値を設定 
 この目標達成により、観光消費額の増加による市内経済への波及効果に寄与　　 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
観光関連イベント来場者数　　    　　117,543 人  　　 87,600 人    　　120,000 人　 
（延べ人数） 
指標の説明 

　　一定期間内に市が主催するイベントへの来場者の延べ人数 
イベント来場者の動向を数値化できることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　市内イベントへの参加者の増加を目指し、目標値を設定 
 この目標達成により、地域の活性化及び交流人口の拡大に寄与　　 
 

 

観光交流による活力あふれるまちづくりの推進重点テーマ 2 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■本市には、「ふるさと阿南を大切にしたい」、「ふるさと阿南を応援したい」という想いをもった、

本市出身及び本市にゆかりのある方で組織された「東京・阿南ふるさと会」、「関西・阿南ふる

さと会」があります。ふるさと会では、会員相互の緊密な関係を図りながら、各種行事等を通

じ、ふるさと阿南との連携を深めてきましたが、新規会員の確保が課題となっています。 
■阿南ＳＵＰタウンプロジェクトを通じて、関係人口であるＥＳＣＡ会員及びＥＳＰＡ事業者と

協働して清掃活動やＳＵＰレースを実施していますが、事業の継続・強化のためには両登録会

員を拡充していく必要があります。 
■本市では、自主財源を確保するとともに SDGｓの達成にも貢献できるよう「阿南市版ふるさと

納税制度」を運営しています。地域活動を通して、まちの外から阿南市を応援していただける

人々と共に、ふるさと納税を原資とした地域資源を生かした各種事業を効果的に展開し、関係

人口の創出と拡大につなげていく必要があります。 
■災害相互応援協定やパートナー協定などを締結している自治体のほか、さまざまなつながりに

よる連携や交流を行っている自治体もあります。これらの自治体とのこれまで築き上げてきた

関係性を継続発展する必要があります。 
■2019 年４月の改正入管法の施行により、本市における外国人住民は増加しており、今後もそ

の傾向は続くと想定されることから阿南市国際交流協会との更なる連携が必要となっています。 

 

 
 

■東京・関西ふるさと会の運営により、これまで築いてきた会員相互の関係を保持しつつ、課題

である新規会員の確保につなげ、関係人口の拡大・深化を図ります。また、阿南ＳＵＰタウン

プロジェクトを推進することで、関係人口の創出・拡大・深化に取り組み、地域の活性化及び

移住・定住につなげていきます。 
■阿南市版ふるさと納税では、持続可能な社会づくりを実現させていくために、環境保全・美化・

啓発活動や環境配慮商品の開発に取り組む事業者を支援するとともに、今後もふるさと納税を

原資とした地域資源を生かした各種事業を効果的に展開し、関係人口の創出と拡大につなげて

いきます。 
■交流自治体相互の住民が真に心豊かな生活を送ることができる魅力あるまちづくりを目指しま

す。 
■国際交流協会の活動を支援し、持続可能な民際交流（市民や民間団体による国境を越えた交流）

の推進を図ります。  

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

地域資源を生かした関係人口の創出・拡大と持続可能な 

まちづくり

5-６ 交流
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■主要な施策 
▶地域資源を生かした関係人口の創出・拡大による持続可能なまちづくりの推進 
F環境保全・美化・啓発活動や環境配慮商品の開発に取り組む事業者を支援するとともに、今 

後もふるさと納税を原資とした地域資源を生かした各種事業を効果的に展開し、関係人口 
の創出と拡大に 

▶移住交流支援センターを中心としたＵＩＪターンの促進 
F移住促進コーディネーターを配置し、移住フェア・セミナーへの出展、移住相談や希望者 

の現地案内等を行い、ＵＩＪターンを推進する。 
▶ふるさと会と連携した本市ゆかりの方の郷土愛の醸成 
F東京と関西の両ふるさと会運営支援により本市ゆかりの方の郷土愛を醸成し、首都圏の自治 

体や大学等との連携を継続し、本市応援団としての関係人口の創出・拡大を図る。 
▶地域経済の好循環につながる創業支援 
　F市内での起業を対象に新規創業促進補助金を交付する。 
▶多様な国内交流による魅力あるまちづくりの推進 
F連携自治体との関係性を深化させることにより、共通する強みに磨きをかけ（相乗効果）、 

お互いの課題解決に知恵を出し合うことで（相互補完）、交流自治体相互の発展と地域の活 
性化を図る。 

▶災害時相互応援に関する交流自治体との連携強化による地域防災力の向上 
F平時における防災訓練への相互派遣や情報共有、有事の際の協定及び友愛的互助精神によ 

る迅速な応援を実施することにより地域防災力を高める。 
▶民際交流の推進による共生社会の実現と地域経済の活性化 
F阿南市国際交流協会や野球のまち推進協議会など民間団体等への支援を行い、外国人にと 

って住みよい地域社会を実現するとともに、インバウンドによる地域経済の活性化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

重点テーマ・主要な施策

関係人口の拡大・ＵＩＪターン促進による地域経済好循環の実現重点テーマ１
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＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

阿南市版ふるさと納税による　    　 189 千円 　  　　563,507 千円   　1,000,000 千円 
寄附総額（年間） 
指標の説明 

　 阿南市版ふるさと納税による寄附金受入額 （年間） 
受入額の実績が全国から注目を集めることによる関係人口の創出や地域経済の活性化の指標となる 
ことから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　毎年度 1 億円ずつ寄附額を上積みしていくことを目指し、目標値を設定  

この目標達成により、受入額の増加による財源確保が図られるとともに、返礼品やプロジェクトを 
通じた本市の魅力浸透による関係人口の拡大や地域経済の活性化に寄与 

 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
県外からの移住者数（年間）　　　　  324 人 　 　  　   314 人　    　　  370 人 
 

指標の説明 
　 転入状況アンケートにおける県外から自らの意思で定住を目的に転入してきた人の数（年間） 

関係人口の拡大やＵＩＪターン促進の取組が県外からの移住者増加につながることから、この指標 
を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　　県内トップクラスの移住者数を維持していくことを目指し、目標値を設定  

この目標達成により、人口減少の抑制による持続可能な地域社会づくりに寄与 
 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）



 

 

基本政策６ 

「地域の個性ときずなが輝く阿南」の創生 

～持続可能で進化するまちに～

 
まちづくり分野

総合戦略 

分野
 6-1　コミュニティ ·····································  1

まち

 6-2　市民参画 ···········································  4
 6-3　広域連携 ···········································  6
 6-4　行財政運営 ········································  8
 6-5　シティプロモーション ······················· 14
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■少子高齢化や人口減少をはじめ、南海トラフ巨大地震や地球温暖化に伴う局地的な豪雨等の災

害に対する不安などといった市内全域に共通する課題がある一方で、バス路線の廃止に伴う高

齢者等の移動・買い物手段の不足や、宅地開発が進む地区における新旧住民間の交流の希薄化

など、地区の実情を背景とした固有の課題があります。 
■行政サービスを提供している施設の老朽化に伴い、必要な行政機能の再考や関係する周辺施設

との集約化・複合化、エリア全体の施設再編の検討を行い、事務の効率化と市民満足度の向上

を図る必要があります。 
■少子高齢化、核家族化の進行とともに、価値観の多様化が進む中で、地域における市民の共同

意識や連帯感が薄れつつあることから、コミュニティ活動の活発化を促進する必要があります。 
■辺地及び離島地域は、都市部への人口流出や少子高齢化が急速に進行しており、地域コミュニ

ティを維持することが課題となっています。 
　

 
 

■市民自身が地域のニーズに応じて運用できる「わが町予算」の創設により、地区ごとに住民の

意見が直接反映し、地域住民自身の手による各地域の実情に応じたきめ細かな取組の展開を可

能とし、住民自治の理念を具体化するとともに、各地区においての活動拠点の整備を進めてい

きます。 
■那賀川町エリアにおいては、中心となる複合型交流拠点を新施設整備のビジョンとし、那賀川

町エリア全体の価値向上を図ります。 
■市民が相互に交流し、連帯感を強めながら、主体的にまちづくりに参画できるよう、コミュニ

ティ活動に必要な備品や集会施設の整備に対して助成を行い、市民のコミュニティ活動の活発

化を促進します。 
■辺地及び離島地域においては、生活基盤の整備の促進に加え、特色ある産業振興や地域の魅力

を高めるコミュニティづくりに努めます。 
■地域おこし協力隊の受入れを継続し、受入団体や地域住民と連携して、地域課題の解決と地域

コミュニティの活性化を推進するとともに、隊員のサポート体制を強化して市内定着率の向上

に努めます。  

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

誰もが自ら考え主体的に参加できるまちづくり

6-１ コミュニティ
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■主要な施策 
▶14 地区の個性を生かしたまちづくり 
F市内 14 地区を単位とし、地域住民が主体的にまちづくりに取り組む仕組みを構築する。 

▶那賀川地区複合施設の整備 
F老朽化した那賀川社会福祉会館、那賀川支所、那賀川公民館の施設再編を行う。 

▶コミュニティ活動の促進 
F地域のコミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備を推進する。 

▶地域づくりに対応する助成　　　 
▶離島地域振興策の推進 
F離島地域振興策を講じるとともに、利用者が減少傾向にある離島航路の維持確保を図る。 

▶辺地対策事業の推進 
F辺地における公共的施設の整備を推進する。 

 
 

 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　「わが町予算」活用団体数　　　    　　　－　　 　　　　　－　  　　　　 　14 件 

（年間） 
指標の説明 

「わが町予算」を活用する地域の活動主体の数 
「わが町予算」を活用する団体（地域の活動拠点）を市内 14 地区に展開することが個性あるま 
ちづくりにつながることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 阿南市全域において、「わが町予算」の活用ができることを目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、市内すべての地区において地域住民が主体的にまちづくりに取り組む体 

制の構築に寄与 
 

 

重点テーマ・主要な施策

地域づくりを自ら考え自ら行う機運の醸成重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶地域おこし協力隊の活動・定住支援 
F日々の活動支援や定住に向けたサポート体制が構築された受入団体に地域おこし協力隊を 

配置し、地域の活性化及び退任後の定住・定着を推進する。 
 

 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

地域おこし協力隊退任後の             4 人　　　  　　　7 人　　 　　　　12 人 
市内定着者数（累計）        
指標の説明 

任期を終了した地域おこし協力隊員のうち市内に定着した隊員の累計 
退任後の市内定着を最重要視していることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 退任後、半数程度の隊員が市内定着することを目指し、目標値を設定 

この目標達成により、地域コミュニティの維持・強化に寄与 
 

　  

 

 
●阿南市公共施設等総合管理計画 
●阿南市立地適正化計画 
●徳島県離島振興計画 
●辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画 

 

地域おこし協力隊退任後の市内定着の促進重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

関連する個別計画
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■持続可能なまちづくりなどを進めていくには、市民一人一人が地域の課題を主体的に捉え、将

来のまちづくりを市民と行政が共に考え行動していくことが必要です。 
■こども基本法においては、こども施策の基本理念として「すべてのこどもが意見を表明する機

会及び多様な社会的活動に参画する機会が確保されること」を掲げており、こどもの健全育成

や民主主義の担い手育成の観点からもこどもの意見表明・社会参加の推進が求められています。 
　

 
 

■市民が地域づくりに携わる機会を創出し、意見反映と社会参加が両輪として進められる体制を

構築します。 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

ふるさとの未来を共に創る市民協働のまちづくり

6-２ 市民参画



5 

 

 

 

 
 

■主要な施策 
▶「市民の声」を取り入れた市政運営の推進 
F市民が市長へ提言等を行いやすい環境を整備し、市民の「想い」を受け止めた市政運営を 

推進する。 
▶こども・若者による地域づくりの体制整備 
Fこどもや若者自らが地域づくりに参加できる体制を整備する。 

▶こどもが意見を表明する場（こども議会）の構築 
　F年齢や発達の程度に応じて、こどもが意見を表明する仕組みを構築する。 
▶地域の支え合い体制づくりの推進 
F分野・属性を問わないすべての人が住み慣れた地域で支え合いながら暮らし続けられるよ 

う、住民の活動をはじめとした多様な主体による地域づくりを推進する。 
 

 
 
 

 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　こども・若者による地域づくり    　　　　－　　　  　　　　－　　  　　　　30 人 
参画人数    

指標の説明 
こども・若者地域づくりプラットホーム（KIZUKI 部）への登録人数 
こども・若者による地域づくりの取組を広げ、こども・若者の社会参加を推進することを目指 
し、この目標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 主体的に地域づくりに取り組むこども・若者を増やすことを目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、こども・若者による住みよい地域づくりに寄与 
 

 

 

 
●阿南市地域福祉計画 
●阿南市高齢者福祉計画・阿南市介護保険事業計画 
●阿南市教育振興基本計画 
●阿南市こども子育て支援事業計画 

 

重点テーマ・主要な施策

地域共生社会の実現に向けた市民協働のまちづくり重点テーマ１

関連する個別計画

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■県南１市４町（阿南市・那賀町・美波町・牟岐町・海陽町）において平成 27 年に約 10 万２千

人であった圏域人口は、令和５年には約９万人であり、８年間で約１万２千が減少しており、人

口減少に歯止めがかかっていない状況です。 
■現在、具体的な連携の枠組としては、本市を中心市とした県南１市４町による「南阿波定住自

立圏」を形成し、公共施設の相互利用や消費生活等の相談業務を行っているほか、観光振興など

の取組を展開しており、引き続き広域的な視点に立った連携事業の継続が求められています。 

　 

 
 

■県南の中心都市として、近隣自治体との連携を強化し、効果的・効率的な政策展開をはじめ、

圏域全体の持続的発展や行政課題の解決につながる広域連携の充実に努めます。 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

近隣自治体との連携による活力あふれるまちづくり

6-３ 広域連携
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■主要な施策 
▶定住自立圏共生ビジョン取組事業の推進 
　F公共施設の相互利用、観光振興、医師確保対策等を実施し、圏域の活性化を目指す。 

 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　県南１市４町の圏域人口　　   　　　　96,890 人　  　　90,871 人　  　　87,000 人 
　（4 月 1 日現在の推計人口） 

指標の説明 
4 月 1 日現在の推計人口 
圏域全体として必要な生活機能等を確保し、定住の受け皿となる目安となることから、この指標 
を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
　 人口減少を最小限に抑えることを目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、圏域全体の持続的発展に寄与 
 

　  

 

 
●南阿波定住自立圏共生ビジョン 

 

重点テーマ・主要な施策

定住自立圏構想の推進による南阿波定住自立圏域の活性化重点テーマ１

関連する個別計画

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■限りある経営資源の最適配分と多様な主体との連携強化など「不断の行財政改革」を通じて、

市民に対する持続可能な行政サービスの提供に努めるとともに、新たな価値を創造する自治体

へ進化することが必要です。 
■公共施設保有量について、住民サービスの水準と効果を維持しながら最適化を図っていく必要

があります。 
■社会全体のデジタル化が急速に進む中で、行政運営においてもデジタル技術を駆使し、行政サ

ービスの改善や業務効率化を図る DX（デジタル・トランスフォーメーション）の更なる推進が

求められています。 
■今後、少子高齢化によって生産年齢人口が減少し、市税収入が減少することが予測される中で、

歳入を安定的に確保し、歳出とのバランスが取れた財政構造を実現することが重要となります。 
　

 
 

■職員数の最適化や民間活力の導入といったさまざまな取組によって、財政の効率化を図ります。 
■公共施設の集約化・統廃合等、将来を見据えた具体的な公共施設マネジメントを実践し、建物

系公共施設については、人口減少や財政状況を考慮して、施設規模の適正化を図るため施設保

有量（延床面積）の縮減を目標とし、インフラ資産は、必要に応じて施設のあり方を検討しコ

スト縮減に努めます。 
■「阿南市ＤＸ推進指針」を踏まえ、市民ニーズに合った行政サービスの向上や更なる事務の効

率化に努めます。また、誰一人取り残すことのないデジタル社会の形成を目指し、デジタル技

術を扱うことができる人とできない人との間に生じる格差（デジタルデバイド）の是正に取り

組みます。 

 

 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

将来にわたり持続可能な行財政運営を進めるま

ちづくり 

6-４ 行財政運営
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■主要な施策 
▶効率的な組織体制への転換 
Fスマートで簡素かつ機動的な組織体制を構築し、経営資源の有効活用とスピード感 

のある施策の推進を図る。 
▶人材の確保・育成 
▶職員の働き方改革の推進 

 
 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　人口減少時代を見据えた職員数　      868 人  　 　　　820 人　  　　　800 人未満 
　　（各年４月１日現在） 

指標の説明 
正規職員数 

　既存の事務事業の見直しや、DX による業務効率化等の取組を通じ、職員数の最適化を図るた 
め、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
今後の本市の人口推移を見据え、人員体制の最適化を図るため、目標値を設定 
この目標達成により、人員体制の最適化や人件費の見直しに寄与 

　  
 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　会議体の統合数（累計）　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　4 件以上 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

指標の説明 
各担当課が所管する庁内会議や、外部有識者会議の統合数（累計） 
類似する会議等を統合することにより、業務の効率化につながることから、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
類似の目的を持つ庁内会議や外部有識者会議のあり方を再検討し、統合を進めることを目指し、 
目標値を設定 
この目標達成により、意思決定の効率化と業務負担の軽減に寄与 

　  
 

 

重点テーマ・主要な施策

組織・人員体制の最適化重点テーマ１

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶歳入の確保 
F収入未済金の徴収強化や国・民間の補助金、助成金の積極的活用、ふるさと納税の推進によ 

る寄附金収入の増加等により、安定した自主財源を確保に努める。 
▶歳出の見直し 
　F人件費や市単独補助金の見直し、保険給付の適正化、介護予防施策の強化等により、歳出 

の削減に取り組む。 
 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　実質公債費比率　　　　　　　　　　　 5.1%　　　　　　6.1%　 　　　　10%未満 
　　　 

指標の説明 
　財政規模（収入）に対する借入金（地方債）の返済額（公債費）の割合 

市債管理の健全性を確保し、将来にわたって持続可能な行政運営を実現することを目標に、この 
指標を設定 

設定の考え方/得られる効果 
  　計画期間を通して 10%未満を実現することにより、将来負担の抑制につながることから、目標 

値を設定 
この目標の達成により、健全で持続可能な行財政運営に寄与 

 
 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

　　当初予算編成における　　　　　1,789,500 千円　  1,177,800 千円　　　10 億円未満 
　　財政調整基金の取崩し額 

指標の説明 
　基金への依存度を測る指標 

当初予算における歳入歳出のバランスを最もよく示す指標であることから、この指標を設定 
設定の考え方/得られる効果 

基金依存の財政構造から脱却し、歳入歳出のバランスが取れた財政構造の実現に向け、目標値 
を設定 
この目標を達成することにより、健全で持続可能な行財政運営に寄与 

 

 

 

財政の健全化重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶未利用不動産の有効活用 
　F売却や地域のニーズに応じた貸付の促進により、歳入の確保や資産の有効活用を図る。 
▶公共施設の再編及び効率的な管理 
▶公共施設の新設及び整備 

 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　公共施設の総延床面積　　　　　433,540 ㎡　　　428,584 ㎡　　420,584 ㎡ 
 

指標の説明 
本市が保有する公共施設の総延床面積 
人口減少率以上に公共施設保有量を縮減することを公共施設等総合管理計画において目標とし 
ていることから、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
   　施設マネジメントを実践し、1.5％以上縮減させていくことを目指し、目標値を設定 

この目標達成により、公共施設保有量が最適化され、維持管理費・更新費用の縮減に寄与 
 

公共施設マネジメント重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶行政サービスのデジタル化 
Fマイナンバーカードの利用促進により、各種手続の簡素化・効率化を図り、市民の利便性向 

上と行政コストの削減を図る。 
　　▶ＡＩ技術の活用推進 

FＡＩ技術を積極的に活用し、限られた経営資源（人・財）の中で持続可能な行政サービスを 
提供する。 

　　▶デジタルデバイド対策の強化 
F情報通信技術（ＩＣＴ）を使いこなせる人と苦手な人との間に生じる格差を是正するため、 

「デジタルに関するなんでも相談室」の開設など、誰一人取り残さない形で、デジタル化の 
恩恵を広く行き渡らせていく環境整備に取り組む。 

▶行政運営の効率化と透明性の向上 
▶市民とのコミュニケーションの強化 
F市公式 LINE 等を通じた市民アンケートやパブリックコメントの実施により、市民ニーズ 

への迅速な対応につなげるほか、緊急時における迅速な情報伝達を実現する。 
 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　行政手続のオンライン申請　　　　　　19 件　　　　　 　77 件　 　 　　100 件以上 
　　可能手続数 

指標の説明 
徳島県電子自治体情報システム、マイナポータル等での申請可能件数 
オンライン申請可能な手続が増加することで、窓口での手続時間や待ち時間解消などの効果が 
得られ、市民サービスの向上と業務効率化が図られることから、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
   　DX 時代にふさわしい市民サービスの実現に向け、目標値を設定 

この目標達成により、住民の利便性向上、事務の効率化、コスト削減に寄与 
 

スマート自治体の展開重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶公共サービスの効率化と民間活用 
F民間活力を行政運営に導入し、公共サービスの効率化と質の向上を図る。 

▶市民参加と地域貢献の促進 
F市民自身が地域のニーズに応じて運用できる「わが町予算」制度を新設し、個性あるまち 
づくりを推進するとともに、若者が市政に参加できる取組を推進し、次世代のリーダー育 
成と地域活性化を図る。 

 
 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　  　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　　民間提案制度による公民連携　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　 　　５件以上 
　　事業件数（累計)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

指標の説明 
　民間提案制度により連携した事業件数 

民間提案制度により、民間事業者が持つ独自のアイデアやビジネスモデルを行政運営に導入 
することを目的に、この指標を設定 

　  設定の考え方/得られる効果 
　　提案募集の内容を公共施設中心からソフト事業へ拡張し、より多くのアイデア等を行政運営に導 

入することを目指し、目標値を設定 
　　この目標達成により、公民連携の協働によるまちづくりの推進に寄与 
 

 

 

 

 
▶●阿南市「新行財政改革」推進プラン 2025 2028 

●阿南市公共施設等総合管理計画 
●阿南市建物系公共施設個別施設計画 
●阿南市ＤＸ推進指針 

 

 

関連する個別計画

公民連携の推進重点テーマ５

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■本市では、広報誌の発行や公式 LINE、公式 Facebook、公式 Instagram、Youtube チャンネ

ルを開設しているほか、地元のケーブルテレビ会社の協力による情報発信や市役所庁舎に設置

してあるデジタルサイネージにおいて、広く市民等へ行政情報等を発信していますが、情報量

が膨大で多岐にわたるため、対象者が必要とする情報を効率的に伝えられる広報が求められて

います。 
■全国的にみて、本市の認知度は高いとは言えず、旅行先や移住先として選ばれにくい現状にあ

ります。関係人口の拡大や移住・定住につなげるためには、本市の魅力ある地域資源や施策を

積極的・継続的にＰＲしていく必要があります。 
■本市で盛んに行われている「野球」を核としたスポーツツーリズムを実施することで、交流人

口の拡大や関係人口の創出拡大に取り組んでいます。野球による交流人口の拡大・関係人口の

創出拡大に伴い、現状の球場数では事業実施が困難な状況となりつつあるため、野球を産業と

したスポーツツーリズムの取組を拡充し、交流人口・関係人口を増やしていくためには、その

受け皿となる既存の野球場を良好な状態で整備しておく必要があります。 
　

 
 

■市民の郷土愛やシビックプライドを醸成するため、それぞれの広報媒体の特性を生かした効果

的な情報発信による「伝わる」広報を推進し、本市の多様な魅力をターゲットに合わせて発信

する戦略的なシティプロモーションを展開することにより、本市の都市ブランドイメージの浸

透を図りながら、認知度や魅力度を高め、交流人口及び関係人口の拡大並びに移住・定住の促

進につなげます。 
■本市は室戸阿南海岸国定公園等の自然に恵まれ、若杉山辰砂採掘遺跡や阿波水軍などの由緒あ

る史跡と四国遍路のお接待文化が息づいており、またＬＥＤの世界的シェアを誇る地場企業が

あるなど、豊かな自然と文化、産業が調和したまちです。こうした本市の魅力を全国に向けて

発信し、認知度を高める取組を推進します。 
■「野球のまち阿南」として、官民が一体となり、「野球」を産業資本と位置付けたスポーツツー

リズムを推進します。 
 

ビジョン

現状と課題

基本的な方向性

イメージアップ及び知名度向上による 

にぎわいのあるまちづくり

6-5 シティプロモーション
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■主要な施策 
▶市民が「知りたい」と思える広報の推進 
Fさまざまな広報媒体による情報発信について、情報を受け取る市民が魅力的に感じる「伝 

わる」広報を実践する。 
▶トップセールスによる本市の魅力発信 
F市長定例記者会見など報道機関への情報発信とともに、県外における各種イベントへの参 

加など市長自らが市の魅力発信を行う。 
 

 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　Youtube 阿南市公式チャンネル    　　 300 人           1,030 人　   　　1,500 人 

の登録者数 
指標の説明 

Youtube 阿南市公式チャンネルを登録している人数 
登録者数が増加することで、シティプロモーションにつながるだけでなく、市民の愛着度の形成 
につながることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 毎年度 90 人の増加を目指し、目標値を設定 
　 この目標達成により、市民が「知りたい」と思える広報の推進に寄与 
 
 
 
 

　  
■主要な施策 
▶移住相談会等による情報発信の強化 
F首都圏及び関西圏で開催される移住フェア・セミナー等に積極的に出展し、移住希望者の 

掘り起こしと効果的な移住相談・プロモーション活動を展開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

重点テーマ・主要な施策

シビックプライドにつなげる情報発信の推進重点テーマ１

関係人口の創出・移住につなげる情報発信推進重点テーマ２

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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＜指標名＞　　　　　　　　　 　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

ＳＮＳ等による情報発信を通じて　  　 108 件　　 　　　116 件　　  　　  170 件 
移住相談につながった件数（年間） 
指標の説明 

移住交流支援センターが移住相談を受けた件数（年間） 
相談件数の増加が関係人口の創出及び移住者の獲得につながることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 毎年度 10 件ずつ相談件数を上積みしていくことを目指し、目標値を設定 
   この目標達成により、本市の認知度や知名度が向上し、関係人口の創出及び移住者の獲得に寄与 
 

 

 
　 市 
 

■主要な施策 
▶観光プロモーションの強化 
F市外での観光ＰＲ、ＳＮＳや動画配信などで、市の魅力を効果的に発信し、知名度アップ 

と誘客につなげる。 
▶イメージアップキャラクター「あななん」を活用した（グッズ販売含む）観光ＰＲの推進 
▶特産品の磨上げや販路拡大 
▶民間等と連携した本市の魅力発信 
F阿南市観光協会などと連携・協力し、特産品や観光資源を効果的にＰＲする仕組みを構築 

する。 
 
 
 

　 
＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 

市外での物販及び観光ＰＲ日数     　 20 日             21 日　　  　　　25 日 
（年間） 
指標の説明 

市外で特産品の販売や観光ＰＲを行った日数（年間） 
実際に現地におもむき特産品や観光ＰＲを行うことは、現地の方に直接本市の良さを知ってもら 
う機会となることから、この指標を設定 

　 設定の考え方/得られる効果 
　 特産品の販売や観光ＰＲを積極的に推進することとし、目標値を設定 

この目標達成により、本市のファンを増やし、関係人口の創出に寄与 
 

 

 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

市外での本市の知名度アップと誘客の推進重点テーマ３

ＫＰＩ（重要業績評価指標）
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■主要な施策 
▶官民一体で行う「野球のまち阿南」のＰＲ 
F「野球」を産業資本としたスポーツツーリズムにより、交流人口の拡大や関係人口の創出 

拡大を図る。 
 

 
 
　 

＜指標名＞　　　　　　　　　　　実績(2019) 　　現状(2023)     目標(2028) 
　野球による交流イベントへの　　    　　700 人　　　　　1,000 人　   　　1,000 人 

参加延べ人数 
指標の説明 
野球関係のイベントに参加した延べ人数 
野球による知名度向上等を目指し、この指標を設定 

　設定の考え方/得られる効果 
　 野球による交流人口の拡大・関係人口の創出拡大を目指し、目標値を設定 
   この目標達成により、交流人口の拡大や関係人口の創出拡大に寄与 
 

 

「野球のまち阿南」としてのまちづくりの推進重点テーマ４

ＫＰＩ（重要業績評価指標）


